
 

第３回死生懇話会 会議録 
日 時：２０２１年１１月２１日（日） 

    １４時００分～１６時３０分 

会 場：滋賀県大津合同庁舎７A会議室 

 

滋賀県では、誰もが避けられない「死」について真正面から考えることで、限りある

「生」をより一層充実させる施策につなげる契機とするために、様々なお立場やご専門の

方からなる「死生懇話会」を 2020 年 12 月 2 日に設置しました。 

 

 この懇話会は、どう生きるのが良いかといった価値観を押し付けるものでは決してな

く、「死」や「生」の捉え方等についての様々な考え方や取組の情報を発信していくこと

で、それに触れた方 それぞれのアンテナにひっかかる“何か”を見つけていただき、よ

り豊かに生きることのヒントを見つけていただけるものにしたいという思いで開催するも

のです。 

 

 そして、今後、多死社会を迎える中で、行政の役割や行政へのニーズもこれまでとは違

ってくるのではないかと考え、「死」を捉えた「生」のあり方について、皆さんと議論を

深め、様々な視点からのご意見や情報をいただくことで、多死社会において行政ができる

こと、人生 100 年時代に行政に求められることが何かを探っていきたいと考えていま

す。  

 

2021 年 3月 6日（土）の第 1回、6月 19 日（土）の第 2回に続き、11 月 21 日（日）に

「第 3回死生懇話会」を開催しました。この冊子はその「第 3回死生懇話会」の内容を会

議録としてまとめたものです。 

 

 



【第 3 回死生懇話会 出演者】 

 

野々山 尚志さん（ゲストスピーカー） 

グリーフサポートあいちこどもの森 代表 

 

青柳 光哉さん（死生懇話会委員） 

滋賀県立大学人間看護学部 ４年 

越智 眞一さん（死生懇話会委員） 

一般社団法人 滋賀県医師会 会長 

楠神 渉さん（死生懇話会委員） 

滋賀県介護支援専門員連絡協議会 副会長 

藤井 美和さん（死生懇話会委員） 

関西学院大学人間福祉学部人間科学科 教授（死生学研究者） 

ミウラ ユウさん（死生懇話会委員） 

NPO 法人好きと生きる 理事 

一般社団法人こどもエンターテインメント 代表理事 

 

三日月 大造 

滋賀県知事 

上田 洋平さん（ファシリテーター） 

滋賀県立大学地域共生センター講師 
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〇事務局（滋賀県企画調整課 森） 

 それでは、お時間になりましたので、第３回

死生懇話会を始めさせていただきます。 

私は、滋賀県企画調整課の森と申します。今日

もよろしくお願いいたします。 

この死生懇話会は、誰もが避けらない「死」 

について行政としても真正面から考えること

で、限りある「生」をより一層充実させるヒン

トを得ようと、昨年 12 月２日に設置をいたし

ました。第１回を本年３月、第２回を６月に開

催し、皆様に御議論いただきましたが、本日は

第３回の死生懇話会ということで開催させて

いただきます。 

まずは、委員の皆様をはじめ、本日の出演者 

を御紹介させていただきます。 

初めに、委員の皆様を御紹介いたします。 

 

滋賀県立大学人間看護学部４年生 青柳光 

哉（あおやぎ みつや）さんです。 

一般社団法人滋賀県医師会 会長 越智眞一 

（おち しんいち）さんです。 

滋賀県介護支援専門員連絡協議会 副会長  

楠神 渉（くすかみ わたる）さんです。 

関西学院大学人間福祉学部人間科学科 教授 

で、死生学研究者でいらっしゃいます、藤井美

和（ふじい みわ）さんです。今日は、藤井先生

は Zoom で御出演いただきます。 

ＮＰＯ法人好きと生きる 理事、一般社団法 

人こどもエンターテインメント 代表理事 ミ

ウラ ユウさんです。 

続きまして、本日はゲストスピーカーとして、 

グリーフサポートあいちこどもの森 代表の

野々山尚志（ののやま たかし）さんより懇話会

の初めに御講演をいただきます。野々山様には、

その後、議論にも加わっていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

そして、懇話会のファシリテーターを務めて 

いただきます滋賀県立大学地域共生センター

講師 上田洋平（うえだ ようへい）さんです。 

最後に、滋賀県知事 三日月大造（みかづき  

たいぞう）でございます。 

 それでは、開会に先立ちまして、滋賀県知事  

三日月大造より、一言御挨拶させていただきま

す。 

 

 

 

〇三日月 大造 

 

委員の皆様、そして今日、ゲストスピーカー

としてお話しいただきます野々山さん、さらに

はファシリテーターを毎回お務めいただいて

おります上田さん、そして御視聴いただいてい

る皆様方、こんにちは。御参加いただきまして、

誠にありがとうございます。 

今日は、本題に入ります前に１つ御紹介させ

ていただきたいのは、私の後ろにあります書で

ございます。こちらは、滋賀県書道協会理事長

の神田浩山先生から頂いたものでございまし

て、「生死事大（しょうじじだい）」と書いてあ

るそうでございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生死事大無常迅速（しょうじじだいむじょう

じんそく）ということで、禅の言葉ということ

だそうでございます。生きるか死ぬかは大事な

ことなんだけれども、世の中のことは無常です

ぐに過ぎ去ってしまうので、大事に生きよとい

うこういう教えを説いていただいているそう

でございまして、死生懇話会をやっていること

をお知りいただいた先生から、自分も何か形に

したい、サポートしたいということで頂いたも

のでございます。今日は、御紹介かたがた、こ
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の会場に飾らせていただいて、一緒に議論を深

めてまいりたいと思っております。 

この言葉でも表現されているのですが、先ほ

ど司会からも紹介がありました、避けられない

「死」、誰もが避けられない「死」、そして限り

ある「生」というものをどのように考えたらい

いのか。避けられない「死」から目を背けず、

真正面から捉え、限りある「生」を輝かせたい、

より充実したものにしていきたい。そこに向か

う、例えば老いや、付き合わなければならない

病といったものについても、みんなで支えあっ

て軽くするようなことができないだろうか、こ

ういうことをみんなで考えようということで、

この死生懇話会を昨年来、進めているところで

ございます。 

賛否両論ありました。私たち自身も議論をし

ていて分からないことはたくさんありますし、

迷いや悩みも尽きないんですけれども、でも、

だからといって考えることをやめるのではな

くて、目を背けるのではなくて、みんなで素直

に考えていこうというようなことで続けてま

いりました。これまで２回開催しましたけれど

も、「この懇話会を見て少し気持ちが軽くなっ

た」ですとか、周りの方々のお話、委員の皆さ

んのお話を聞いていて、こういう考え方もある

のかというようなことで、「少し自分の引き出

しが広がった」というようなことをおっしゃる

方もいらっしゃったりして、今日で３回目にな

りますけれども、私は、一定の光といいますか、

一つの意義というものをおかげさまで見出し

ているところでございます。 

実は、県庁内でもこの死生懇話会のワーキン

ググループを立ち上げまして、定期的にといい

ますか、数カ月に１度、県庁職員と私も入りま

して議論をさせていただいているんですが、先

般 11 月の上旬にそのワーキンググループを開

催いたしました。みんなで、新聞記事だとか本

の中から死生懇話会に関わるテーマを持ち寄

ろうということで議論したんですけれども、こ

れがまた大変広くて、例えば災害の話、ＡＬＳ

患者の方のお話、戦時中に強制収容所でつらい

思いをされたユダヤ人の方々のお話、さらには

漫画から死生懇話会、死生というものを考えよ

うというお話だとか、流産・早産・死産を経験

されたお母さん方をケア・サポートされる方々

のお話、アイヌ民族の先祖供養の話、ＡＩと比

べて人間の死というものをどのように考えた

らいいのかというようなお話など、とても時間

内には話しきれないほどの話が出てまいりま

した。全てをこの死生懇話会だけで消化するこ

とは難しいんですけれども、一つのスピンオフ

の企画やテーマとして皆さんとも議論を広げ

ていけたら、深めていけたらいいなと考えてい

るところでございます。 

今日は、ゲストスピーカーの野々山さんに、

身近な人を突然亡くすといった御経験を踏ま

えての御活動などについてお話しいただいた

後に、みんなでまた議論を展開していければと

考えているところでございますし、今日も、ス

タッフの皆さんに御協力をいただいて、御視聴

いただいている皆様方からの御感想や御質問

などにも極力お答えしながら、双方向のコミュ

ニケーションができる死生懇話会を一緒につ

くっていきたいと考えております。 

最後になりましたけれども、知事である三日

月を含め、今日御参加いただいている委員の皆

様方は、全て「さん」づけで呼び合って、肩書

や立場にこだわりすぎない話が展開できるよ

うにお互いしていきたいと思っておりますの

で、この点も合わせてよろしくお願い申し上げ

て、私からの挨拶とさせていただきます。 

今日もよろしくお願いいたします。 

 

〇事務局（滋賀県企画調整課 森） 

 本日は、オンライン、そして中継会場のほう

でたくさんの方に御聴講いただいております。

今挨拶の中でも触れさせていただいたんです

が、せっかくですので、御聴講の皆様より御意

見や御質問、御感想などもいただきながら進め

てまいりたいと思っております。 

この後、野々山さんより「身近な人をなくし

たこどもとそのご家族へ」をテーマに御講演い

ただきます。その後、御講演の内容を踏まえな

がら、身近に死を経験した方も、意識していな

い方もいろいろな方がいる中で、一緒に生きて

いくということについて議論を進めてまいり

たいと存じますので、こうしたことについて、

それぞれ皆様が日頃お感じになっていること

でも結構ですし、または御講演の御感想、委員

の皆様への御質問など何でも結構ですので、御

聴講の皆様よりコメントをどんどんお出しい

ただければ幸いでございます。 

コメントをいただく方法なのですが、オンラ

インで御聴講いただいている皆様はチャット
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機能をお使いいただいてコメントをお願いい

たします。中継会場の皆様には、机の上に色紙

とマジックを置かせていただいておりますの

で、それを使ってできるだけ大きな文字でお書

きいただければと思います。休憩時間に集めさ

せていただきますが、それまでに書けた方がい

らっしゃいましたら、スタッフにお声がけいた

だきますと集めに参ります。 

その書いていただいたコメントは、この会場

のホワイトボードに貼りつけて、後ほど御紹介

させていただきたいと思います。時間の都合上、

議論の中で取り上げられるのは一部になって

しまうかなとは思うんですが、御聴講の皆様に

見ていただけるように貼りつけていこうと思

っておりますので、短めの文章で大きな字で書

いていただけますと幸いでございます。３時 15

分ごろに休憩を入れさせていただく予定です

ので、その時間までをめどにコメントをお願い

できればと思います。 

それでは、御講演のほうに移らせていただき

たいと思います。 

「身近な人をなくしたこどもとそのご家族へ 

～自分らしく生きていくために～」というテー

マで約 30 分間、ゲストスピーカーの野々山さ

んよりお話をいただきたいと思いますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

〇野々山 尚志さん 

 

よろしくお願いいたします。本日は、貴重な

機会をいただきましてありがとうございます。

愛知県で「グリーフサポートあいち こどもの

森」というボランティアグループの代表を務め

ております野々山尚志と申します。 

 本日お話しさせていただくことは、私自身

がこれまで出会ったたくさんの子どもたちや

親御さん、そして子どものころに身近な人を亡

くした経験を持つ方から教えていただいこと

です。身近な人を亡くした子どもとご家族へ私

たちができること、伝えられることを考えると

ともに、誰もが自分らしく、より豊かに生きら

れる社会をつくっていく、そういったきっかけ

になればと思い、お話をさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

まず、今、今回の死生懇話会も少し延期にな

ったこともありますが、このコロナ禍で子ども

たちにもたくさんのことが起こっています。運

動会などの中止や延期、昨年度は修学旅行が中

止されたという学校もありました。学習の場面

でも、話合いや接触のある運動はできない状況

にありました。 

子どもたちにとっては、有名人、例えば志村

けんさんがコロナに感染して亡くなったとい

うことを聞いて、そこで初めてリアルに感じて

困惑したり、不安になったり、そういった子も

いました。転校しなければならなくなって、友

達と別れることになった子もいました。また、

家族と過ごす時間が長くなり、家族間の緊張感

が高まるため、ストレスのはけ口になってしま

ったり、もともと問題を抱えている家庭の子は

悪化してしまうということがありました。この

コロナ禍で子どもたちは当たり前の日常を失

うという経験をいたしました。 

子どもも大人も、日常の生活の中であらゆる

もの、こと、人を失うという経験をしています。

子どもたちも同じように、日常の中で何かを失

うという経験をしています。このコロナ以外の

日常でも、例えば自分が大切にしていたものを

なくしたり、信頼していた人に裏切られたり、

失恋、受験の失敗という喪失体験は、多くの人

が経験していることだと思います。また、けん

かやいじめ、クラス替え、転校などによる友人

関係の変化、親の離婚や単身赴任、それから喜

ばしいことではあるんですが、弟や妹が誕生し

たということで家族関係の変化があることも

あります。これについても、多くの子どもたち

が経験しています。 

あと、重大なのは、親や兄弟からの虐待とい

うものが特に大きな喪失体験であるのではな

いかなと思います。これは本当に取り返しのつ

かないことになる危険性もあります。   

私自身も、これまで 40年間生きてきて、子ど

ものころから様々な喪失体験がありました。こ
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こにはたくさん書かせていただいたんですが、

その中でも高校３年生のときに父親が突然亡

くなったこと。我が家の家族であり、いろいろ

なうちの様子を見てきた愛犬の死、それから働

き始めてからあった、友人の突然の事故死。こ

れらは私にとって、とても衝撃が大きいもので

した。 

きっと皆様も、生きてきて何らかの喪失体験

をしているのではないかなというふうに思い

ます。 

こんな子がいました。大切にしていた傘を自

分で壊してしまってものすごくいらいらして、

突然暴れ出す仮にＡ君としますね。ほかから見

れば、どこにでも売っているような傘なので、

また買ってもらえばいいじゃないかというふ

うに思うと思います。 

一方、同じクラスのほかの子で、親のＤＶか

ら逃れるために転校してきたＢさん。突然の転

校で、前の学校の友達とさよならも言えずに別

れてきました。周りの大人は、私も含めてです

けれども、この子のほうがずっと大変じゃない

かと思ってしまうと思います。 

でも、転校してきたＢさんは、いつも笑顔い

っぱいで過ごしていました。後から聞いたら、

以前は毎日、父親から母親に対するＤＶを目の

当たりにしていて、今はそんな生活から離れる

ことができて落ち着いて、ほっとしている。な

ので、いつも笑顔でいっぱいで過ごせたのでは

ないかなと思います。 

一方、Ａ君の傘、これはその前の月に長い闘

病生活の末に亡くなったお父さんが買ってく

れたもので、その子にとっては「ただの傘」で

はなく、お父さんとの思い出も含めた唯一無二

の傘だったそうです。 

私自身も身近な人や大切な人の死別を経験

しましたが、この二人の例にあるように、喪失

体験による苦しみや痛みというのは、その人に

とって今、直面している目の前のことであって、

ほかの人やほかの出来事と比較したり、周りが

判断することはできないのではないかなとい

うふうに感じています。 

喪失体験によって、心や体には様々な変化が

現れることがあります。このことを「グリーフ

(grief)」と呼んでいます。グリーフは、人と比

較できない、それぞれ特有のものであるという

ことを私たちは知っておかなければならない

と思っています。 

私たちは 2018 年から、仲間とともに「グリー

フサポートあいち こどもの森」を立ち上げ、

活動してきました。本日は、この立ち上げの経

緯については時間の都合上、割愛いたしますが、

ここに書いてあるとおりなんですが、１つだけ

御紹介させてください。 

現在、日本には、子どものグリーフサポート

の場が約 30 カ所ございます。ただ、その 30カ

所のうち８カ所は東京にありますので、大体 20

数か所の都道府県にあるということになりま

す。 

アメリカには 500 か所あるそうです。日本で

は、東京、神戸、東北には日常的に子どもたち

のグリーフサポートの拠点となる「レインボー

ハウス」がございます。身近な人を亡くした子

どもたちが、いつもでもサポートにつながれる

場となっています。ただ、東海３県にはありま

せんでした。 

これは、東京にあります「あしなが心塾 レ

インボーハウス」です。あしなが育英会が運営

しています。身近な人を亡くした子どもたちの

ためのプログラムやボランティアの養成もこ

こで行っています。 

こちらは、仙台市のレインボーハウスです。

東日本大震災で身近な人を亡くした子どもた

ちのためにつくられ、現在では、全ての遺児の

ためのプログラムも行われています。 

勤めていた学校で、生徒の親が亡くなり、そ

の子を安心して気持ちが表現できる場に橋渡

しをしたいと思ったのが、こどもの森を立ち上

げるきっかけになりました。地元にはなかった

ため、いつでもサポートにつながれる拠点が地

元にも必要だと思っていました。 

そして、グリーフサポートの立ち上げを全国

でされている高橋聡美さんに相談したところ、

「野々山君がやったらいいんじゃない？」と背

中を押されたことで、仲間とともに「こどもの

森」を立ち上げました。 

設立準備会を経て、どんなプログラムにする

か、プログラムのルール、パンフレットの作成

などの話合いを重ねて、2018 年から活動を始め

ました。活動の４つの柱があります。特にグリ

ーフサポートプログラムが私たちの活動の主

な取組です。 

グリーフサポートプログラムを私たちは「ワ

ンデイプログラム」と呼んでいます。身近な人

との死別を経験した小学生から高校生世代の
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子どもたちが集い、様々な気持ちや経験を遊び

やお話などを通して表現したり、お互いの気持

ちを分かち合ったりする場です。イラストにあ

るように、一緒に工作をしたり、おもちゃで遊

んだり、体を動かしたりします。この子どもの

プログラムと並行して、一緒に来た保護者の方

のプログラムも行っています。 

さて、身近な人との死別に伴うグリーフの反

応について触れておきたいと思います。 

情緒面、行動面、身体面、社会面など様々で

す。特に、悲しんだりとか乱暴になったりした、

そういった反応はおそらく理解されやすいと

思うのですが、例えば、先ほども少しお話しし

ましたが、長い闘病生活で家族みんなが疲れ果

ていて、亡くなった方が苦しんでいるそういっ

た様子から解放されて「安心感」が出たり、気

持ちが楽になったというようなこともありま

す。 

周りから見て「遺族らしくないな」と思われ

がちな反応としては、子どもなんかは特にある

んですが、元気になったり、逆に学習に一生懸

命取り組むようになって成績が上がったりと

いったことも中にはあります。逆に、全く手が

つかず、勉強ができなくなるという子ももちろ

んいるんですが、グリーフは本当に人それぞれ

で、どんな反応も自然な反応であるということ

を私たち大人、周りが理解するとともに、その

当事者の方たちにも、それは自然な反応なんだ

よということを伝えていくことで、安心感が生

まれ、生活するのが楽になっていくのではない

かなというふうに思っています。 

100 人いれば 100 通りのグリーフの表現があ

るのですが、死別の種類によって特徴的なこと

があります。例えば病死では、亡くなる前から

身近な人が体調不良だったり、入院をしたりと

か死期の告知がされていると、生活が変化して

いって寂しい思いをしているということがあ

ります。つまり、亡くなる前からもうグリーフ

は始まっているということです。死別を経験し

ても、やっと楽になってよかったとか、亡くな

ってよかったという、表現は悪いんですけれど

も、そう思ってしまうことで、罪悪感を抱いて

しまうという子もいます。 

交通事故などでは、亡くなった人がその場面

にいなければ防げたのではないかと思い、あの

とき自分が行くのを止めていればとかそうい

うふうに自分を責めることがあります。交通事

故も含めて殺人などで死に至った場合は、相手

がいる場合があります。亡くなったことを悲し

むこと以上に相手に対して憎しみの感情を抱

くこともあります。時には裁判で闘い続けなけ

ればならなくて、しっかりと悲しむ時間を取れ

ないというケースもあります。 

過労死の場合も、会社相手の裁判になったり

とか、大企業の場合は遺族の生活面を金銭面で

補償するということがあります。すると、周り

の人から心ない言葉を浴びることがあります。

「大変だったけど、たくさんお見舞金をもらえ

て、生活には困らず済んでよかったね」とか、

そういったときに、「お金なんか要らないから

お父さんを返してよ」と叫びたくなる気持ちに

なるんですね。 

自然災害では、同時に多くの人が亡くなって、

多くの死を目の当たりにする中で、トラウマを

抱えることがあります。しかし、同時期に同じ

ようにつらい状況に追いやられている人が周

りにいるため、自分だけじゃないという安心感

を抱けることもあります。ただ、ふとしたとき

に、その苦しさをどこにもぶつけられない、自

分だけじゃないからどこにも言えない気持ち

がこみ上げてくることもあります。 

そして、最後に、自死について。10年、20年

前よりは、おそらく自死に対する偏見は大分減

ってきたようには思います。ただ、まだ遺族が

生きづらさを抱えるということがあると思い

ます。 

現在でも、自死は弱い人がするものだとか、

身勝手な行動、人殺しと一緒だ、家族を見捨て

たんだ、自死の気質は遺伝するといった見方が

一部にはあります。そういった自死に対する偏

見を持ったまま、現実感がないまま、あるとき

突然当事者となります。偏見を持ったまま当事

者となることで、自分の中にある偏見に苦しむ

ことになります。「何で僕ら家族を置いて死ん

でいったんだ」と責めたくなったりとか、そう

いった怒りの感情が湧き出てくる。または周り

の人からどう思われるかびくびくしながら生

活している人たちもいます。 

亡くなった原因を尋ねられたときに、「病気

で」とか「突然死だったんだ」とごまかしたり

うそをついたりすることで、罪悪感を抱いてし

まうこともあります。また、先ほどの交通事故

と一緒で、自分が何かをしていれば救えたので

はないか、そういった後悔があって、ずっと自
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分を責め続けるといった子どもたちともたく

さん出会ってきました。 

また、近くの親戚などからは、「誰にも言って

はいけない」とか「秘密にしていなさい」と口

止めされたり、友達と家族の話題になったとき

に、その友達の話題から避けたりして交友関係

が希薄になっていったということもありまし

た。 

子どもの中には、家族が自死で亡くなったと

いう真実を聞かされない子もいます。誰からも

聞いてはいないんだけれども、実は本人は気づ

いていて、でも周りは自分に家族が自死で亡く

なったよということは秘密にしているから、知

らないふりをしてずっと生活をしている、そう

いった子もいます。特に兄弟の中で一番年齢が

低い場合、自分だけがまだ小さいからといって

真実を伝えてもらえずに、家族の中でのけもの

にされているような気持ちになることもあり

ます。 

小さいから分からないとか、かわいそうだか

ら伝えないほうがいいと大人が勝手に決める

のではなくて、真実を知りたいかどうかを子ど

も自身に尋ねることが大切なのではないかな

と思います。ただ、もちろん伝える大人も伝え

ることがしんどいことがあると思うんですね。

そういったときは、素直に子どもに、「今はしん

どいからもう少し楽になってから、本当のこと

を伝えるね」と素直な気持ちを子どもに伝える

ことも大切なのではないかなというふうに思

っています。 

少し自死にクローズアップしてお話しさせ

ていただきましたが、次は、自死に限らず身近

な人を亡くした子どもたちから教えてもらっ

た体験談の一部を御紹介させていただきます。 

お葬式で言われたこと。「お母さんを支えて

あげてね」、これは私自身が高校３年生のとき

に父親を亡くしたときにも言われたことでし

た。結構、子どもたちの中で多くの子がこうい

ったことを言われています。これは何気なく、

もちろん励ますつもりで言われているのでし

ょうけども、そのときは受け止めて、「はい」と

元気に答える子。でも、後からその言葉の重み

がのしかかって、頑張らなきゃ、しっかりしな

きゃと思って押し潰されそうになることがあ

ります。 

１人の親をなくしたとき、残されたもう１人

の親もとてつもなく苦しみの渦中にあること

があります。今にも倒れそうなくらい憔悴しき

っているお母さんを見て、ぐっと涙をこらえて

できるだけ笑顔でいた。ところが、親戚のおじ

さんが話している「この子、まだ小さいからよ

く分からないんだろうな、かわいそうに」なん

ていう言葉を聞いて、いや、本当は思いっきり

泣きたい、叫びたい気持ちでいっぱいなのに、

ただ頑張っているだけなのにと子どもながら

に思っていたというお話も聞きました。 

葬儀を終えて学校に登校すると、いつものみ

んなの様子があって、自分にとっては最もつら

い出来事が起きたのに、周りのみんなにとって

はいつもどおりの日常、自分だけがつらい思い

をしているんだと思い孤独だった。 

クラスメートが何気なく使う「死ね」という

言葉に敏感になって、命に関わる言葉がいつも

いつも胸に突き刺さるようになったというこ

とも。これは実際に私も高校３年生の受験シー

ズンに、こういった言葉がすごく気になって過

ごしていたという思い出があります。 

ほかにも、「家族は何人？ 兄弟は何人？」と、

これは多分何気ない質問だと思うんですけれ

ども、こう聞かれたときに亡くなった人を含め

ていいものなのかとまどって、時に聞き流して

しまうということがあります。「親より先に死

んではいけない」、これは夏休みの前に全校集

会で生徒指導の先生が、交通事故に遭っちゃい

けないよという趣旨で話されたことなんでし

ょうけれども、おじいちゃん、おばあちゃんよ

り先に死んでしまったお父さんって悪いこと

をしたのかなと、子どもの中では不安になると

いうことがあったというお話を聞きました。 

また、励ますつもりで、「強く生きていってね」

とか「いつまでも泣いていたら駄目だよ」、結構

これは身近な家族とか親戚に言われることが

あります。泣いちゃう自分は駄目な人間なんだ

とか、悲しんでいちゃ駄目なんだと自分を否定

してしまうことにつながります。 

自死で家族を亡くした場合に多いのですが、

「周りに言ってはいけない」とか「内緒にして

いなさい」と言われることがあります。小学生

ぐらいの子だと、何気なく亡くなった兄弟とか

親の話をすることがあるんですね。そうすると、

周りの子に「変なことを聞いてごめん」と言わ

れたり、周りの子はしっかり聞いているのに先

生が、「そんなことまで話さなくていいんだよ」

というふうに止めたりということがあります。 
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友達同士で家族の悪口を言っているときに、

生きているかのようにうそをついてしまった

りとか、友達の話に合わせて亡くなった人、例

えば亡くなったお母さんの悪口を言ったりと

か、そういうことで後から罪悪感が湧いてきた

という子もいました。 

小さな背中に子どもたちは大きなものを抱

えて、大人の期待を背負って、我慢したり、背

伸びをしたりして必死に生きています。どうし

て、つらい思いをした子たちが、さらにつらい

思いをしなければならないのでしょうか。子ど

もが子ども時代に思いっきり「子ども」でいら

れる場をつくりたい、そんな思いで子どもたち

が安心・安全に過ごせる場をつくってきました。 

私たちの「グリーフサポートあいち こども

の森」が行っているワンデイプログラムの流れ

をご紹介します。 

まず、参加者の人たちが輪をつくり、安心・

安全の場をつくるために、「ここだけの秘密だ

よ」「話したくないときはパスしていいんだよ」

などのルールを確認します。 

次に、それぞれが呼んでほしい名前などを話

した後、「僕は５歳のときにお父さんを病気で

亡くしました」といったように、誰をいつ亡く

したかを共有します。そうすることで、ここは

ただの遊びの場ではなく、ここにいる人はみん

な、身近な人を亡くしているということを確認

します。 

次の遊びの時間では、それぞれが自由に参加

者同士やスタッフと遊んだり、お話をしたりし

ます。その後、コロナ禍では中断していたんで

すが、みんなで輪を囲み、おやつの時間があり

ます。それぞれが遊んでいて、途中でまた輪を

囲むという流れになっています。  

その後に、お話の時間がありまして、「なくし

た人との思い出」とか「大切なもの」というよ

うなことを書いたカードを前に置いて、お話し

したいカードを取って語るという方法や、トー

キングスティックというぬいぐるみを回して

持っている人だけが話をする、そういった方法

で行っています。 

子どもたちの中には、たくさんお話をする子

どももいます。ただ、その場ではお話をしない

子、お話ができない子もいます。ただ、ほかの

人のお話をじっくり聞いていたり、みんなの前

では話せなかった子が、この次の遊びの時間で

遊びを通して語るということがよくあります。 

例えば、遊びのおもちゃの中にシルバニアフ

ァミリーのセットが置いてあるんですが、その

シルバニアファミリーの人形遊びの中で、お父

さんが登場してきて、子どもが描く家族の話を

スタッフが聞くんですね。「これ、どんな様子な

の？」と聞くと、「お父さんとね、お母さんがね」

というようなことを人形遊びの中で思い出の

話をしたりします。また、紙に思い出の絵を描

いたりして、家族との思い出を絵で表現する子

もいます。お話の時間の後の２回目の遊びの時

間では、話すこと以外の表現で語ってくれる子

たちがいます。 

また、スタッフとオセロをしながら、「お姉さ

んも、お父さんいないの？」なんて聞いたりす

ることもあります。それで、スタッフが自分の

お話をすると、「あ、そうなんだ」と言いながら、

自分のお話をする子もいれば、聞くだけの子も

います。何回かこのプログラムに参加していく

中で、心の奥底にしまっていた思いを話してみ

ようとなっていった子もいました。 

最後の「おわりの輪」では、今日、感じたこ

とを一言でお話しし、日常へ気持ちを切り替え

るためのチェックアウトの時間を持ちます。 

こちらがワンデイプログラムの様子です。一

緒に絵を描いたり工作したり、あとエネルギー

の高い子はぬいぐるみを投げたり、パンチング

バッグを殴ったり、蹴ったり、そういった表現

をするスペースもつくっています。 

高校生は、自分の将来についてスタッフと相

談した子もいました。夏にはスイカ割りをする

というようなイベント的なことを行ったこと

もありました。同じ立場の人がいることや全身

で受け止めてくれる大人がいることが、子ども

たちの安心・安全につながって、我慢したり、

遠慮したりすることなく、自由に自分の気持ち

を表現できるのだと思っています。 

私たちがこの活動で大切にしていることを

４つ挙げさせていただきます。ただ、これは子

どもを支える全ての人にも当てはまることで

はないのかなと思っています。 

１つ目は、グリーフから回復する力は誰もが

持っていると信じて関わること。周りが、私た

ちが元気にしてあげようとか、勇気づけようと

思わないということです。 

２つ目は、グリーフは、他人が代わることは

できないけど、サポートすることはできるとい

うこと。 
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そして、３つ目が、子どもと一緒に考える、

同じ景色を見させてもらうという姿勢で関わ

ること。子どもたちが気持ちを表現しやすいよ

うな手助けをすること、子どもの主導権を奪わ

ないということです。寄り添ってくれる人の存

在が、子どもたちに安心感を与え、その子自身

の気づきやエネルギーとなるため、見守ってく

れているということを感じることになります。 

また、保護者へのサポートも欠かせません。

保護者自身が自分らしく生きられるようにな

ることで、子どもの安心感にもつながります。

グリーフにある子どもたちを放っておくこと

で、成長の可能性を狭めることがあります。必

要なときに必要なサポートにつながれるよう

にするためにも、私たち大人は、子どもが声を

出せるように、子どもにとって信頼される人に

ならなければならないというふうに思ってい

ます。 

ここからは、グリーフサポートとは別の視点

で関わってきた立場からお話しさせていただ

きます。 

冒頭の自己紹介のところに少し書かせてい

ただいたんですが、私は愛知県の小学校で今、

教員として働いています。子どもたちが安心し

てありのままの自分を表現できる、そういった

安心感を得られるようにするために、先ほどの

３つ目、子どもと一緒に考える、同じ景色を見

させてもらうという姿勢が重要だということ、

そのことを押さえた上で、子どもに命は大切、

自死はいけないとどう教えるか、このことにつ

いて私見を述べさせていただきたいと思いま

す。 

よく、命や生と死に関わる教育の場で話題に

なるのがこのことなんですが、きっとこれまで

の懇話会でも、こういったことが話題になった

のではないかなと思います。結論から申し上げ

ますと、命は大切、自死はいけないということ

を「教え込む」よりも、あなたのことが大切、

あなたと一緒に生きているよ、見守っているよ

ということを伝えていく、それが大切なのでは

ないかなというふうに思っています。 

ただ、もし子どもから「死にたい」とか「つ

らい」とか「学校に行きたくない」とか否定的

な発言があったときは、気持ちを伝えてくれた

タイミングで、「気持ちを伝えてくれてありが

とう」と感謝の気持ちを伝えるとともに、「死に

たいほどつらい気持ちなんだね」というふうに、

その言葉の本質をしっかりと受け止めて返し

てあげるということが大切なのではないかな

と思っています。 

死んだら楽になるかなと聞かれたら、「どう

なると思う？」と聞いてみたり、それでも意見

を求められたら、「私はこう思うよ」と一人称で

伝えることにしています。 

考えを押しつけないということ、本当は子ど

もの中で持っているかもしれないその答えに

自分自身で気づいてもらえるような関わりを

することが大切だと思っています。 

次に、子どもが安心して、「助けて」とか「困

っている」「苦しいよ」と言えるようにするため

にはどうすればよいかということについてで

す。私たちがつくっているワンデイプログラム

のような場は、ある意味、特別な場です。本来

は日常の中で子どもたちが安心できる場があ

ることが理想だと思います。 

例えば特別な授業をするよりも、ふだんから、

「助けて」「分からない」「困っている」を素直

に気軽に言える場をつくっていくことが重要

だと考えています。 

学校では例えば授業の時間に、算数の問題を

１人で考えて、１時間、誰にも相談せず１人で

考えなさい、なかなかそんな授業はないと思う

んですけれども、誰にも相談せずに解きなさい

というふうにするのではなくて、困ったら隣の

人に聞いてごらんとか、私がよく言うのは「テ

ストじゃないからどんどんカンニングしてご

らん」というふうに言うんですけれども、そう

いうふうにほかの人の力を借りながら問題を

解いていく。そうすると、困ったら隣の人に聞

けるとか、「分からない」と言えることはよいこ

とだよというふうに、「分からない」「困った」

を表現することがいいことだよということを

子どもたちに伝えていくことです。 

また、分かる子やできる子は、その力を周り

の子のために使おうよというふうに言ってい

ます。そのとき、困っている子に答えを教える

のではなく、困っている子が「自分の力ででき

るようになるための手助けをしようね」という

ふうに、ふだんから子どもたちに伝えることが

必要だと思います。そうすれば、人の力を借り

ながら成功体験を積むことができますし、何か

大変な出来事が起こっても、必ず誰かが教えて

くれたり手伝ってくれる、そんな存在に気づけ

るようになると思います。 
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子どもたちが将来、大きな壁や抱えきれない

苦しみにぶつかったときに、１人で抱えこまず

に助けを求めたり、今ある社会資源とつながれ

ることで命を救えたり、そもそも生きづらさを

抱えることなく生きていけるのではないかな

と思っています。これについても、後から皆さ

んのお考えをお聞かせ願えればなというふう

に思っています。 

最後になりますが、子どもが子ども時代を子

どもらしく、子どもを支える親も自分らしく、

安心して思いっきりあるがままになれる場所

が、学校や地域、様々な場所で広がっていくこ

とを願っています。身近な人を亡くした子だけ

ではなく、様々なグリーフの状態にある人たち

が、「困ってる」とか「助けて」ということを気

軽に言えて、身近なところで誰かの力を借りな

がら、自分らしく生きられるのが当たり前、誰

一人追いやられることのない生き心地のいい

社会を皆さんと一緒につくっていけたらとい

うふうに思っています。 

以上で、初めの講演を終わらせていただきま

す。ありがとうございました。（拍手） 

 

〇事務局（滋賀県企画調整課 森） 

野々山さん、ありがとうございました。 

それでは、これから出演者の皆様に議論をお

願いしたいと思います。聴講者の皆様はコメン

トがございましたら、どんどん随時、お出しい

ただきますようお願いいたします。 

ここから先は、ファシリテーターの上田さん

に進行をお願いしたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 

〇上田 洋平さん 

 

はい。皆さん、こんにちは。上田でございま

す。 

コロナで間が空きましたけれども、第３回目

ということでいろいろと議論も深まってきて

いるところであります。 

ここからは、野々山さんの話題提供に対して

それぞれ委員の皆様から、御感想やコメント、

あるいは別の角度からの御意見などを順に伺

っていきたいと思います。 

その前に、本日、いつも御参加いただいてい

る打本委員、日程がコロナで変わった都合でど

うしても参加できないということで、実はあら

かじめコメントをいただいておりまして、まず

それを紹介させていただいてから、皆様方に聞

いてまいりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

読み上げます。 

「当初９月の予定であった『第３回死生懇話

会』がコロナウイルスの感染拡大によって本日

に変更となり、どうしても参加がかないません

でした。皆様には大変申し訳なく、私自身も残

念に思っておりましたところ、コメントする機

会を頂戴しましたので少しお時間をいただき

たいと思います。 

今回の野々山尚志さんのお話を伺って考え

る時間をいただきたかったのは、実は私自身だ

ったと思っています。私は数年前に知人を自死

で亡くしました。一緒に歩いた道を行くと、今

でもふと「何かできなかったのか」と自問しな

がら生きています。様々に追い詰められて自ら

命を絶たざるを得ない方の多い現代社会で、同

じような思いをしているのは私だけではない

でしょう。 

肩書や世代を越えて、このような個人的な経

験を語れる場所というのが、死生懇話会のあり

がたいところだと思います。思えば、私の心に

は、委員の皆さんそれぞれ、死に直面した経験

や死別の経験を自分の言葉で物語った場面が

鮮やかによみがえってきます。中でも、第１回

に、医師である越智眞一さんが話されたお連れ

合い様との突然の別れの話がありました。画面

越しでしたが、私には越智さんのお気持ちがも

のすごく伝わってきたことでした。 

人は、大切な人が亡くなった死の事実を変え

ることができません。しかし、人は亡くなった

意味を捉え直して生きていく力を持っていま

す。遺された人が、また私たち自身も、その力
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を発揮できるよう、おだやかなまなざしで見守

り見守られ、手を差し伸べ手を差し伸べられ、

お互いに頼り合える心を育むきっかけが、これ

までの死生懇話会の中にあったと思います。 

きっと今日の第３回目も、皆さんの率直な経

験を物語る姿や言葉が、参加される方の心に響

き、死そして生の意味を考えるきっかけになる

と信じています。参加はかないませんでしたが、

思いはそちらに寄せております。盛会でありま

すように。合掌。」 

ということで、2021 年 11 月 21 日、龍谷大学

農学部の打本さんからこのようなコメントを

いただいております。 

このチームというか、もうチームと言ってし

まいますけれども、この懇話会の委員、聴衆の

皆さん、視聴者の皆さんも含めて、この３回を

通じて本当に１つのチームというか、共に考え、

共感し、共有できる仲間、心も含めて「共に」

ということが実現する場、そういうものができ

てきているのかな、これは大きな成果だなと僕

は思っておりますが、委員同士の間でもお互い

を思いやるというような、こういうすてきな委

員会になったなというようなことを感じるコ

メントでした。 

それでは、続きまして、今日御出席の委員の

皆様からも今ほどの野々山さんのお話につい

てコメントを伺っていきたい。 

まず、藤井さん。今日はオンラインで御参加

でございますけれども、一言いただきたいと思

います。よろしくお願いします。 

 

〇藤井 美和さん 

 

野々山さん、ありがとうございました。それ

から、打本さんからのメッセージも大変うれし

く受け止めました。 

 それに引っ張られて申し上げるのもちょっ

と申し訳ないんですけれども、私も４月に母を

亡くし、その後、一番親しい親戚を２人亡くし、

15 年飼っていたペットを亡くしました。３カ月

の間で４人、大切な人との別れがありました。

そのうち２人はコロナでした。ですから、突然

やってくる別れ、どうにも受け止められないこ

とというのが人生にはたくさんあるというこ

とを、自分自身も死に直面した経験もありまし

たけれども、この、どうにもならないことを背

負って生きるのが、私たちのこの世においての

生、生きることなんだと思いました。そういう

ことで打本先生のお話心に響き、聞かせていた

だきました。 

 それから、野々山さんのお話も大変心に迫る

ものがありました。私は実は、20 年ほど神戸市

の神戸レインボーハウスに関わらせていただ

いています。神戸レインボーハウスは、阪神淡

路大震災の後にできたところです。私はスタッ

フではなくて外側から関わらせていただいて

います。学生が１年間のフィールドワークに行

かせていただいたり、卒業生がスタッフとして

勤めていたり、あるいは親を亡くした学生がゼ

ミの中にも結構たくさんいまして、ボランティ

アで行かせていただいたりしています。 

 その中でいつも思うのは、やっぱり愛する人

を亡くしたとき、悲嘆の第一歩は、十分に悲し

むというところにあると思うんですね。それは

当たり前のことです。愛する人を亡くして悲し

くない人なんていないわけで、十分に悲しむと

いうところから、自分の新しい物語、そういっ

たものを紡いでいくんだと思うんですね。 

 ところが、今のお話にありましたように、「頑

張ってね」とか「お母さんを支えてね」とか、

子どもはまだ分からないんじゃないかという

ように、半人前扱いされてしまったり。こうい

う環境では、自分らしく悲しむとか、わーんと

泣いてみるとか、気持ちを表すことが許されな

い。そういうことができない場に置かれてしま

うのは、親を亡くすというつらい経験をした子

どもにとっては、本当に理不尽、不条理。子ど

もにとってどれほどしんどいことかと思いま

す。 

 なぜそういうことが起こってくるかという

と、これは、大人の価値観が優先されているか

らだと思うんですね。大人は、「子どもは元気な

ほうがいい」とか、「笑っているのが子どもらし
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い」というような、子どもに対する希望的な思

いや、同時に、「悲しむことはよくないことだ」

とか、「悲しみで怒ってしまうことはよくない」

というような考えを持っています。そのような

大人の価値観を子どもに押しつけることで、子

どもは苦しまざるを得ないような状況に置か

れてしまうのではないかと思いました。 

 ですから、子どもが悲しめない原因は、実は

私たちの価値観にあるということです。そこを

しっかり受け止めておかないと、「元気にして

あげよう」というような行動や言葉かけになっ

てしまうのではないかと思います。 

神戸レインボーハウスもそうですけれども、

野々山さんのグリーフサポートでも、子どもが

子どもらしくいられること、それを支えること

を大切にしていると思います。これはつまり、

今、お話された言葉の中で一番私の心に残った、

「同じ景色を見させてもらう」という、そうい

うことなんだろうなと思いました。私たちの見

ている景色を押しつけるのではなくて、子ども

たちが見ている世界、私たちには見えないから、

「見させてもらう」。そういうところが、子ども

の悲しみや苦しみに近づかせていただける第

一歩なのだと思い、大変感銘を受けました。 

 また、もう１つ心に残ったのは、死んだらど

うなるか聞かれたときに、一人称として答える

のだと、野々山さんはおっしゃったんですけれ

ども、野々山さんだったらどんなふうに答えら

れるのかなと思いました。ここにも、やはり、

私たちが、命とか生と死をどう受け止めている

かという私たちの側、私たちの価値観の問題だ

と思うんですね。これがないと、やっぱり子ど

もに問われたとき、適当なことを言ってしまっ

たり、ごまかしてしまったり、ということにな

ってしまうのだと思います。 

 子どもの悲しみはもちろんそうですけれど

も、誰の悲しみにおいても、私たちが命や生と

死に対してどんな考えを持っているのかとい

うところをしっかり自分自身に問うてみる。結

局、自分の問題なんだろうなと思います。 

もう１つ。東北の震災の後に学校が再開され

たとき、これは阪神淡路のときもそうだったん

ですけれども、「学校が再開されて、子どもたち

の笑顔が帰ってきました」というような、何て

いうんでしょう、いかにも子どもたちは元気に

戻ってきています、という報道がよくされてい

たんですけれど、笑顔で戻ってきた子どもたち

の心の中に何があったのか。それこそ今、お話

ししてくださった「同じ景色を見せてもらう」

という姿勢が本当に必要なところなんじゃな

いかなと。大人の価値観をひとまず置いて、「同

じ景色を見せてもらう」大切さというのを教え

ていただきました。ありがとうございました。 

 

〇上田 洋平さん 

藤井さん、ありがとうございます。 

最後のほうでも、問われているのはむしろ私

たちのほうで、子どもと向き合ってその子を見

る、これも必要かもしれないけれども、まずは

その子の隣に立って、あるいは座って、その子

の見ているものを見るという、こういう寄り添

い方というのもあるのかなということですね。 

あと、我々がふだん何気なく声をかける、し

かも悪気がなくて声をかけていることが、価値

観を押しつけている。むしろ、それだけ我々の

中に浸透した価値観、それは時代のあるいは社

会の価値観、これをもう一度どう見つめ直すか

ということですよね。 

さあ、青柳さん。 

 

〇青柳 光哉さん 

 

野々山さん、お話、ありがとうございました。 

野々山さんや「こどもの森」のスタッフの

方々の活動で印象に残ったことで、子どもたち

が話をして、語りを聞いてくれる人がいる、安

心感がある、自分たちで表現ができるという場

が提供されているということが、とても印象に

残りました。 

僕が小中高・大と何気なく暮らしている中で

もきっと、家族のこととか自死のことで悩んで

いながらも誰にも相談できなくて困っていた

人は、過去にもたくさんいたんじゃないかなと



 

12 

 

いうふうに今、回想、振り返って感じたという

こと。 

それとあと、僕自身が高校２年生のときに友

人の母親が病気で亡くなって、そのときにとて

もその友達は仲良かったんですけれども、情緒

面で怒ったり悲しんだりという感情をすごく

僕に見せてくれたというときがあって、そのと

きに僕も話を聞いている中で同じように気持

がつられてしまって、どう受け止めたらいいの

か分からなくて、でも周りの大人にも相談でき

ないしと考えたときがすごくあって。 

今日、このグリーフについて野々山さんから

説明していただいたんですが、高校のときに、

いや子どものときにでも、誰かが前提条件とし

てこういう話をしてくれたら、話す人も気持ち

を話しやすかっただろうし、受け止める側のほ

うもその気持ちを受け止めやすくなったんじ

ゃないかなというのを今、すごく感じました。

ありがとうございました。 

 

〇上田 洋平さん 

ありがとうございます。 

野々山さんのお話にも、「困っているというこ

とを言えることはいいことだよ」と伝えていく

ことが大事というようなお話がありましたが、

それに、今の青柳さんのお話と合わせて考える

と、「できる」と自ら名乗り出るには自信があれ

ばいいんですけれども、「できない」とか弱さを

開示する、「できない」と打ち明けるとか「つら

い」と打ち明けるには、むしろ社会とか相手に

対する信頼みたいなのが必要だと思うんです

よね。そういう意味で、青柳さんは、その友達

にとって信頼できる相手だったから、そういう

姿を見せてくれたんだろうと思います。 

続けてコメントを聞いていきましょう。では、

越智さん、越智さんは第１回でも、死亡診断書

といった書類上の死の種類というような話で

あるとか、この懇話会においても死というもの

のイメージをどうしても大往生みたいな幸せ

な死を前提にしてしまっていないか、というご

指摘もいただいたりしていました。野々山さん

の御講演では身近な人の突然の死というよう

なこと、あるいは、必ずしも愛する人の死とい

うことだけではなくて、虐待を受けていてその

父が亡くなった場合に悲しめない自分に嫌悪

を抱くとか、いろんな形がある。そんな話もし

ていただきました。改めて御感想、コメントを

いただけますか。 

 

〇越智 眞一さん 

 

野々山さん、どうもありがとうございました。 

ちょっとその前に私、１つ、これは大事なこ

とを思い出してしまったんですけれども、私、

実は小学校５年のときに父親が亡くなってい

ます。心筋梗塞という形で急に亡くなっている

という。妻も３年前に突然亡くなっているわけ

ですけれども、そういう身近な肉親の死という

のは経験をしてまいりました。 

だからといって、私がグリーフケアを受けた

という記憶もない。ただし、何もしてくれなか

ったのが、僕に対しての最高のグリーフケアだ

ったんだろうというふうに考えております。こ

ういう変わり者ですから、そういうネガティブ

なことを全部プラスに変えていく 

パワーを、死んでいった父親であるとかそう

いう人たちが残してくれていたんだろうとい

うふうに解決しております。 

医師会の会長をやっていますけれども、私の

前任者は雪山の事故で在任中に亡くなりまし

て、急遽、私が会長をやることになった。悲し

んでいる暇がない。女房が亡くなりましたとき

も、その後の処理で悲しむ暇もない。そういう

ような突然の別れというのもあるということ

を申し上げておきます。 

いちゃもんをつけるわけではないんです。

「死別の種類と特徴」というところで挙げてい

ただきまして、病気で別れというときに、ここ

はやはり慢性と急性の疾患によって別れの種

類が違ってくる。心の準備ができた別れと、そ

れから突然の別れ。突然の別れであっても、今

回のコロナのように会うことが許されない、あ
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れは（女優の）岡江久美子さんのときでしたっ

け、遺骨にすら触らせてもらえないというよう

なそういう別れもある。 

そういうのがある、そういう人たちに対する

ケアというものはどうなっていくのかなとい

うことを一つ、病気とひとくくりにできない別

れというのがあるんではないかというふうに

思いました。 

それから、もう一つは自然災害のときですね。

これは、医師会、警察の検死室も含めて、検死

の際にグリーフケアユニットというのをつく

っています。検死は、どういうことで亡くなら

れました、いつごろ亡くなられた感じですとい

うのは出るんですけれども、別の場所で、御家

族の方に対してじっくりと説明をして、そして

その方の思い出を聞き取って、刹那ですけれど

も、ダメージを少なくするという手当てもして

いるということです。 

グリーフケアというのが、今、言われていま

す。確かに見事な活動をされておられると思い

ますけれども、根本的には、亡くなられた方を

見る機会が非常に減っている。亡くなられる場

を見る場が減っている。というのは、病院死が

ほとんどなんですね。それから、そのほかの交

通事故であっても、全部処理をされてからお目

にかかる。下手すると、亡くなられたというと

もうお棺の中に入られてから見る。全然、別世

界。そういう生きていたそのままの形で亡くな

られたというのを受け止めて、それで納棺をし

て荼毘に付されてというそういうプロセスが、

心の整理については一番大事なプロセスだろ

うというふうに、それが最高のグリーフケアの

第一歩であろうかというふうに私は思います。 

心の整理がつけば、いろんな問題は次々と起

こってきて、順番に解決していくことができる。

人間はそれぐらいの能力があるはずですけれ

ども、一遍に処理ということになると、パニッ

クになって、落ち込む人、暴力に流れる人、い

ろんな反応を示していくということになるん

ではないかというふうに思います。 

今回のお話を聞いていて思ったのは、ざっと

そういうところです。 

 

〇上田 洋平さん 

ありがとうございます。 

そうですね。まさにかつてであれば例えばコ

ミュニティや地域の中、あるいは文化として、

死を分かち合うためのいろいろな段取りや手

順があって、その段階に沿って、それが自然に

グリーフケアになっていたというようなこと

がある。一方でコロナというのは、それをでき

なくさせるというようなところで、新しい状況

が生まれている。でも、コロナがなくても、今

の我々にとっては、かつてあったような死の向

き合い方、その文化というか作法が時代が変わ

って通用しなくなって、どういうふうな作法を

これからつくっていけばいいのかという過渡

期なのかもしれないなというようなことを思

いました。 

楠神さんはいかがですか。 

 

〇楠神 渉さん 

 

お話しいただきましてありがとうございま

す。 

今のお話の中で、子どものグリーフケアで大

切にしていることという中で、「グリーフは他

人が代わることはできないが、サポートするこ

とはできる」ということがありました。  

私もケアマネージャーをさせてもらってい

ると、チームで、医師、看護師、ヘルパー、訪

問入浴、多数のチームで関わってケアをしたり

します。それが急性の場合は急にありますし、

年齢も介護保険は使っているとはいえ、がん末

期の方でしたら 50 代の方、60 代の方もいらっ

しゃいます。 

そういった中で、そういった方が死を迎えら

れたときに、家族さんはすぽっと喪失感が、本

人さんがいないことによる喪失感はあると思

うんですが、私はもう一つ、失うものがあると

思うんです。今までチームで関わっていた医師

であったり看護師であったり、ヘルパーさん、

そういった人が日々関わって家族さんと密な
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関係を築いていくわけなんですけれども、死を

迎えた瞬間にすーっとそれが消えてしまう。そ

うすると、家族さんは、大切な家族、身近な人

を亡くすとともに、もう一つ、チームというの

もなくしてしまう。 

だから、グリーフケアというのは訪看さんと

かが御自宅を訪問してくださったりもしてお

りますが、そういったことをよりチームで行っ

ていくと、当事者の方の気持ちを少しでも和ら

げることができるのではないかなというふう

に思ったりもしております。 

私自身もちょっと野々山さんのお話を聞き

ながら、自分自身としてどんなことがあるかな

と思ったら、私もこの 10 年の間に大切な友人

を２人、事故と病気で失っています。今でも、

ふと顔を見せてくれるんじゃないかなと思っ

たり、夢に出てこないかなとか思うことがある

んですが、ただ、そういう中でも、彼を取り巻

く友人たちとお話をするとき、あのときギター

を弾いてくれたよねとか語り合う場があるか

ら、気持ちが少し悲しみもなくせるのかなと思

っています。 

だから、今、家族さんに対して私のケアマネ

の立場でいうと、チームで関わったときにすっ

と引いてしまうと、そういう気持ちがなかなか

悲しみを取り除けないというんですかね。だか

ら、チームで関わった後も、お亡くなりになっ

た後も、すっと切るのではなくて、少し余韻と

いうんですか、グリーフの部分で私たちも何か

ほんの少しでもサポートできたらいいなと思

いながら、野々山さんのお話をお聞きしており

ました。以上です。 

 

〇上田 洋平さん 

はい、ありがとうございます。 

そうですね。看取りに関わるチームで、相手

が亡くなられたらそこでそのチームは解散、ご

家族との関係も全部終わり、というのではなく

て、死で終わらない関係というか。かつてであ

れば例えば「お通夜」というのは「夜通し」と

書きますけれども、その人について、残されて、

その場に集った人たちが「あの人、あんなくせ

があったね」とか「いつもこんな一つ話をして

いたね」なんてことを夜通し語り合って、そう

やって故人の存在を思い出の中に移し替える

というか、そういう時間があって、関わったみ

んなで死を分かち合うという、そういう時間が

あった。楠神さんは今、その人がお亡くなりに

なったら終わり、というのではないサポートの

あり方をご自身のお仕事の場でつくろうとし

ていらっしゃる。まさに、地域まるごとでそう

いうことをつくっていく。亡くなった方の居場

所もどこかにつくっているというようなこと

かなと思うんですけどね。ありがとうございま

す。 

全員にコメントをいただいてから、また野々

山さんに感想や応答をいただきたいと思いま

す。 

今日は、ミウラさんが現場に来ていただいて

おります。いつも最後のほうに「ミウラさん、

どうですか」と聞いてわああと時間がない中で

コメントいただく形になっていて、ファシリテ

ーターとして申し訳ないと思っていました

（笑）。視聴者の皆さんからも、ファシリテータ

ーの話はいいから、ミウラさんの話をもっと聞

きたいという御意見を頂いたりしておりまし

て。ミウラさん、いかがですか。分野としては

野々山さんと近いころにおられるのかなと思

います。逆にそれだからこそ、また違うところ

もあるかもしれません。御感想・コメントをい

ただけますか。 

 

〇ミウラ ユウさん 

 

ようやく会場に来ることができました。よろ

しくお願いします。ミウラです。野々山さん、

ありがとうございました。 

私自身の経験からいうと、恩師というか先生、

この大人は信頼できるなと思っていた先生た

ちが相次いで病気とか交通事故で亡くなって、

それは子どものときにそういうことがあって。

祖父がまだまだ若かったんですけど、うちは商

売をやっていて、店頭で「頭が痛い」と言って
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立ち上がって、そこでぱたっと倒れて、そのま

ま亡くなったんですよ。大動脈瘤というのが脳

内で破裂したらしく急死したんですけど、それ

を目の当たりに見たことが 18 歳のときにそれ

があって、「あ、人は死ぬんだな」と。なんかそ

ういうことを感じながら、そのまま思春期に恩

師が亡くなっていったり、自分の身内が次々に

亡くなったり。 

父は 59 歳でがんで逝ったんですけれども、

その後、自分が子どもを生んでから、子どもが

障害で生まれてきたことで、長くこども病院に

入院していたんですが、そこで子どもたちが術

後、うまいこといかずに合併症とかが起きて亡

くなるとか、皆さんの看護のかいなく力尽きち

ゃうみたいな場面をたくさん見てきたんです。

すごく思うんですけど、当たり前なんですが、

死なない人はいないです。死ななかったらそれ

はそれで、もし200年生きてくれと言われたら、

まあまあ大変やなと思いますし、やっぱり人は

死ぬということがあるから生きられるという

ことをすごく感じるんですね。 

私がしていることは、正解とか、どう感じる

のがいいとか、そういうことを一個も導かない

活動をしていて、ただ隣に座って話を聞くだけ

なんですよ。悲しかったのか、悲しくなかった

のかとかはどうでもよくて、その人が自分自身

も正解が見つけられない状態で感じている気

持ちをそのまま話せる。そういう場所があるだ

けで多分ちょっと気が済むというか、そういう

気持ちになれるんじゃないかなと思うんです

ね。 

ちょっとまた自分の話に戻ると、私自身も父

との関係性があんまりよくなかったので、お葬

式とかいろんな場面で一個も別に悲しくなか

ったんですよ。ちょっとやっぱり泣くぐらいし

てみせないと、周りは納得しないかなとか思っ

て。 

というのは、闘病生活がすごく大変で、２年

間、父は闘病したんですけど、どんどん内臓を

摘出していって最後、本当に心臓とちょびっと

の胃があって、肺があるぐらいの感じで生きて

いた人だったので、その間の家族が闘病を支え

るのはものすごく大変だったんです。「お父さ

ん、頑張らはったね」みたいな、「悲しいね」み

たいなことを言われても、いや、私はめちゃめ

ちゃ頑張ったんやけどと思って。やっぱり闘病

生活を支える私は、父ももちろん立ち向かった

でしょうけど、何としてでも治療を受けて生き

ていたいという父の思いをかなえるために、家

族は総出でお金の工面と時間の工面と労働の

工面と、犠牲になる子どもたちとか時間とかい

ろんなものがありながら父を支えたのに、頑張

ったのはお父さん。「お父さんはすごい頑張ら

はったね、最後までよく生き抜かはったね」み

たいなことを言ってもらえるのはいいんです

けど、いやいや、私のこともちょっとは何か頑

張ったよと誰も言ってくれないんだ、みたいな

ことを思ったりとか。 

あと、さっきの、お別れをしていくのに日本

ってすごくいろんな儀式があって、棺に移すま

でにもいろんな説明を受けてみたいなのがあ

るんですけれども、そういうことを全員ができ

たらいいんですけど、まず、これをやるのに結

構お金がかかります。これはすごい現実問題な

んです。やっぱり盛大にしたいし、いろんなこ

とを知りたいし、いろんな人に来てもらってい

ろんな話を聞きたいんですけど、これに関して

は場所と時間とお金というのはすごいシビア

なんですよ。 

父が亡くなったときは、たまたま火葬場がす

ごく満員でなかなか順番も回ってこず、いろん

なことをばたばたとやっつけていった感があ

って、本来なら聞くべき話、語られることとい

うのをはしょってはしょってやっていったな

と。経費についても限りがあるので、そんなに

大きな会場を借りて、たくさんの人に来てもら

うというのも難しい。そういうこともあるんじ

ゃないかなと思うんですね。 

だから、人が生きているという現実と、それ

と死んだ後のことというのが分からない。自分

たちには見えない世界。生まれてくるときも、

自分で意思があって生まれてくるんだけれど

も、でもその生まれてくる景色をいつまでも覚

えてられる人っていないわけで、人が生きてい

くこの現実の中でどういうふうに命の取扱い

をするのかと思ったときに、私はもう、正解も

ないし、どう感じるかなんて自由だから、お互

いにそういうことを拘束しないというか、決め

ないということをしたいなといつも思うんで

すよ。 

「親が死んだんやから悲しいのが当たり前

でしょう」とか、「子どもなんだから頑張ってね」

とか、子どもを亡くす人も私は結構出会ってき

たんですけど、「親よりも先に子どもが死ぬっ
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てね」みたいな、悲しんでいるときにそんなこ

とを言われたりとか、そういうのは全て余計な

お世話というか。こんな言い方をしたらあれで

すけど、もう言わんといてほしいんですよ、そ

ういうことは。 

そうじゃなくて、その人がどう思っているか

をただ聞くだけいいと思うんですよ。だから、

「悲しかったわ」と言われたらそうやったんや

なと、「悲しいよね」「大変でしたね」と聞けば

いいし、でも悲しくなかったんだったら、そう

いう気持ちもあるんだで別に済む話だから、あ

えて正解とか自分の常識にその人が語ること

を誘導しないというか。そういう聞き方ができ

るようにみんながなればいいのではないかな

と思います。 

 

〇上田 洋平さん 

 ありがとうございます。余計なお世話がいっ

ぱいあふれている。この懇話会はどうかしら。

そうじゃないことを信じますが。 

 

〇ミウラ ユウさん 

いや、しないといけないお世話もきっとある

んですよ。おせっかいもどんどん焼いていかな

いと駄目なんですけど。 

 

〇上田 洋平さん 

そうね。その子のためと言いながら、余計な

ものが結構あるのかもしれない。その中で子ど

もたちがかえって息苦しくなるとか、素の自分

でいられないとか、そういうところもあるかも

しれない。自分の普通が間違っている場合もあ

るかもしれないということを自分自身に問い

直すことも大事ですね。 

それでは三日月さん、今までの議論を通して、

いかがでしょうか。 

 

〇三日月 大造 

 野々山さん、ありがとうございました。また、

打本さんから始まって、それぞれの委員の皆さ

んのコメントを聞いていて、どれも深いし、考

えさせられることがたくさんありました。 

 私、この死生懇話会に関わるようになってか

ら、この場ではこの話題ではとても素直になれ

る自分がいて、なんかちょっと服が脱げる感が

あるんですね。だから、今日のテーマも含めて

一緒に考えたいなと思うんですけど、お話を聞

いていて、２つあります。 

 １つは、私は大学を卒業して鉄道員だったん

ですが、駅員と電車の運転士をしていたんです。

ちょうど平成６年、７年、８年ごろです。バブ

ルがはじけて、地方の経済は厳しくて、私が駅

員・電車の運転士をしていたときに電車で自死

をされる方って結構多かったんですよ。最初に

いわゆる遺体というものの取扱いをしたのは、

私は鉄道員のころでして、ただ、そのときの感

情というのは、自分がしっかりしなきゃいけな

いということもあったんでしょうけど、およそ

人の死というか、周りの方々を含めて悲しむべ

き対象というよりも、何件あった、何分遅れた、

もうどうやって処理するということのほうが

先で、例えばその後、（電車を）ものすごく遅ら

せた場合にはどう補償があるかとか、周りの方

がどんな悲しみを持って過ごされているのか

ということに考えがいかなかった自分があり

まして、それってやっぱりあかんなと思ったこ

とがありましたね。ただ、１件１件悲しみに暮

れていたんでは担えない仕事も一方であって、

この辺の消化にものすごく自分自身が悩んで

いたことを思い出しました。 

 それと同時に、私、冒頭の挨拶で、「避けられ

ない死に向き合って」とさらっと言っちゃった

んですけど、でも、「避けたかった死」とか「避

けるべき死」というのもあるんだろうなという

ことを、言いながら、また野々山さんの話を聞

きながら深く省みてましてね。 

 そういうときにどう私たちが向き合えばいい

のかというのを考えなあかんなと思って、後の

セッションをずっと過ごしてきたときに、野々

山さんの話を聞いて、例えばグリーフから回復

する力は誰も持っているとか、一緒に考えたら

ええねん、同じ景色を見させてもらうという気

持ちでいたらどうですかと言われて、あ、そう

かと。そういう言い方と捉え方って大事やなと

か。 

 ミウラさん、藤井さんの話を聞いていて、十

分悲しむ時間を持つこととか、正解とか大人と

か自分の常識に引っ張られ過ぎない、引っ張り

過ぎない、そういう環境をつくることとか、そ

ういうことも少しみんなで考えていったらい

いんだなということを思わせていただきまし

た。ありがとうございます。 
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〇上田 洋平さん 

ありがとうございます。 

この懇話会に来ると委員もみんな、とても自

然に自己開示をして、この場自体が一種のワン

デイプログラムみたいになっている。聴衆の方

もおそらく聞きながら、参加しながらそういう

場を共有しているという。こういう懇話会なん

ですよ、野々山さん。 

 

〇野々山 尚志さん 

すてきです。 

 

〇上田 洋平さん 

それでは、コメントをいただけますか。野々

山さんからコメントをいただいた後で休憩を

挟んで、さらに深めていくディスカッションを

いたします。ところで、お話の中で子どもに対

して「お母さんを支えてあげて」というような

言い方をするのは避けた方がいいというよう

なことを言っておられましたが、この場合、ど

のように言ったらいいのかしら。 

 

〇野々山 尚志さん 

 まず大人に「お母さん、支えてあげてね」と

子どもに対して言わないでほしいなというこ

とは広げていきたいなと思っているんですが、

そういうふうに言われても自分の気持ちを大

事にすることが大事だよということを、子ども

には伝えたいです。 

 周りの人は何も悪気がなく言っていること

だよということを理解すれば、「あの人は僕の

こと、私のことを大事に思っているから言って

くれるんだ」とだけ思えば、それが引っかかっ

て苦しくなることは少なくなるかなとは思い

ますね。 

 

〇上田 洋平さん 

 あなたの今の気持ちを大事にすればいいん

だよ、ということですね。 

 

〇野々山 尚志さん 

そうですね、はい。 

 

〇上田 洋平さん 

では、コメントを。ごめんなさい。 

 

〇野々山 尚志さん 

今、皆さんのお話を伺っていて、私も 2018 年

にこの会を仲間と一緒にやったときも、できれ

ば、なければいいなと思ったんですね。そして、

自分もやりたくない。仕事もあるし、それにさ

らにプラスやりたくないんだけど、でも橋渡し

する場が地元になかったから、誰かがやらなき

ゃいけない。だから、誰かがやってくれるなら

自分は別にやらなくていいやというふうに思

っていたんですね。 

グリーフサポートの場というのはある意味特

別な場で、特別に安心できる場をつくっている

ということがあると思うんですが、そういった

場がなくても、亡くなったことによって苦しん

だりとか、我慢したりとか、弟や妹がいるから

自分の進路を諦めるという子の話もよく聞い

たんですけれども、そういった諦めたりするこ

とがなく、自分らしく生きられるのが当たり前

ならば、こういった会はなくてもいいのかなと

いうふうに思っています。 

あと、親が頑張りすぎているのを見て、親と

一緒に悲しめない。親が頑張っているから自分

も頑張る、そういった子どもたちもたくさん見

てきましたので、大人の人たちにも頑張りすぎ

なくてもいい、素直に悲しめる場を、特別な場

でもいいですし、地域の中、親戚の中であると

いいなと思っています。 

私たちは、このパンフレットを作る前に、た

くさんスタッフと議論してきました。ほかにも

全国にグリーフサポートの場があるんですけ

れども、私たちのちょっとこだわったところが、

「身近な人をなくしたあなたへ」という言葉を

使っているんですね。「大切な人」ではなく「身

近な人」という言葉を使っています。 

先ほどミウラさんのお話にもあったと思うん

ですが、必ずしも、大切な人をなくしただけで

いろんなグリーフの反応が出るわけではなく

て、近い人、身近な人、何かの関係がある人で、

それが怒りの感情だったりとか後悔の感情だ

ったりとか、必ずしも悲しむとかマイナスの気

持ちだけではないということで、そういったも

のもひっくるめて、どんな方たちでも大事に、

自分らしさを表現できる場ですよということ

で案内しています。 

つい先日も、子どもたちがプログラムをやっ

ている裏で親同士で輪を囲んだときに、他の方

とは違う感情を話した方が「すみません」とい

う言葉が出ちゃう方がいるんですけど、「すみ
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ませんなんて思わなくていいですよ」というこ

とをお伝えしています。それぞれにそれぞれの

気持ちがあるということを大事にすることが

大事かなというふうに思っています。 

私自身も、高校生のときに父親を亡くしまし

たけど、その当時、自分が世界で一番不幸だ、

真っ暗闇の中にいるというふうに本当に思っ

ていたんですね。周りは日常があって、こんな

思いをしているのは自分だけだというふうに

思っていました。 

ただ、あるとき、同じ大学生の同年代の方が、

生まれてからお父さんの存在を知らない。それ

はどういった状況なのかは分からないんです

けど、お母さんに「お父さんってどんな人だっ

たの？」ということも聞けないと聞いたときに、

「自分は家族でいろんなところに遊びに行っ

たりとか、すてきな思い出がいっぱいあったな。

確かに大変なこととかつらいこともあったけ

ど、そういった思い出があるだけ、自分はまだ

幸せなのかな」と初めてそこで、「自分は不幸だ」

じゃないなということに気づかされたんです

ね。 

だから、いろんな思いの人の話を聞くことで、

自分の中での気づきがあったり、自分の中でプ

ラスに変える力というのは湧いてくるのかな

というふうに思います。 

なので、グリーフサポートの場でも、それ以

外の場でも、いろんな人の気持ちに触れ、受け

止めてくれ共有できる存在に出会うきっかけ

がもっともっと広がってくるといいかなと思

っています。 

 

〇上田 洋平さん 

ありがとうございます。 

そうしましたら、一旦ここで休憩を入れたい

と思います。 

 

〇事務局（滋賀県企画調整課 森） 

それでは、３時 35 分から再開したいと思いま

すので、約８分間休憩させていただきます。 

では、３時 35分から再開させていただきます。 

 

 

 

休憩 約８分 

 

 

〇事務局（滋賀県企画調整課 森） 

それでは、再開させていただきます。 

前半に引き続き、上田さんに進行のほうをお

願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

〇上田 洋平さん 

はい。では、後半に入ります。 

まず、会場それからＷＥＢで御視聴の方々か

ら、前回同様いろいろなコメントをいただいて

おりますので、それを紹介しながら、皆で考え

てきたいと思います。 

たくさんいただいていますから、全部を紹介

できないかもしれません。似たものは私のほう

でまとめて皆さんに問いかけたいと思います。 

まず、「保育現場で日々、たくさんの子どもた

ちと触れ合い、関わりあいながら過ごしていま

す。様々な御家庭があり、保護者の都合でやむ

を得ず悲しい思いやモヤモヤとした、言葉にな

らない思いを抱えている子がたくさんいます。

その思いにまず気づき、寄り添い、傾聴する―

―頭では分かっていますが、いざその状況に直

面すると、とても難しいです。子どもは自分の

気持ちをうまく言葉で伝えられず困っている

ことが多いように感じます。まずは自分がどう

感じているのかに気づく、向き合うために、大

人が周りがどう働きかけていくのかに課題を

感じています。助けることは難しくても、自分

の気持ちに気づくだけでも気持ちに折り合い

や整理をつけるきっかけになるのかなと思い

ます。そのために必要なこと、大切なことがあ

れば、御教示ください」というようなこと。 

あるいは、「死や生に対する価値観を持つた

めには、具体的にどのような取組が有効、必要

だとお考えでしょうか」というようなことをお

尋ねの方もいらっしゃいます。 

それから、「別れ、死別を経験した人に対して、

「かわいそう」などのマイナスなイメージの押

しつけが無意識に多くの場面でされているの

ではと感じた」「別れにはもちろん悲しさや苦

しさはあると思いますが、一方で乗り越えての

成長、今いる人を大切にしよう、思い出は消え

ないなどの面もあると思います。これをより多

くの人たちに学校教育を通して伝えられない

かと思いました」ということであります。 

子育てや教育の現場やその取組のなかでど

うしていったらいいか、というような観点での

３つの問いでありますが、まず、保育の現場で、
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言葉になかなかできない、そういう小さな子、

その子たちがどう感じているかにどう気づい

て、どういうふうに働きかけをしていったらい

いか。 

野々山さんとミウラさんに聞いてみようか

な。野々山さん、いかがですか。子どもって、

そういう場があってもなかなか言葉にできな

いということもある。言葉以外のいろんな態度

や振る舞いから察するということもあると思

いますが、改めていかがですか。 

 

〇野々山 尚志さん 

ちょっとまたスライドをお願いしていいで

すか。先ほどの講話の中でもお伝えしたように、

ふだんから「助けて」とか「分からない」とか

「困っている」というのを言える場をつくって

いくことが重要なのではないかなというふう

に思います。保育の現場のことはちょっと分か

らないんですけれども、でも小さな子でもそう

いったことを素直に言えるという場が重要な

のではないかなというふうに思っています。 

ただ、子どもたちの中だけでは解決できない

ような課題というのも中にはあると思います

ので、そういったときにはちゃんと大人の力を

借りようということは伝えていく必要がある

のではないかなと思っています。 

私もよく子どもたちにこういったことを伝

えているんですね。「本当の強さとはどういう

ことか」ということをアンパンマンを例にして、

ヘルプを出すことの大切さを伝えています。 

まず子どもたちに、「強い人ってどんな人？」

というふうに聞きます。力持ち、足の速い人、

勉強のできる人、友達の多い人、何でも１人で

できちゃう人かな。 

この人、知ってる？ そう、アンパンマンだ

よね、強いよね。先生はみんなに、アンパンマ

ンのような人になってほしいと思うんだとい

うことを言います。ただ、アンパンマンは確か

に強いけど、水にぬれると力が出なくなっちゃ

うし、苦手なこともあるんだよね。「顔がぬれて

力が出ないよ」なんて言いますね。 

そんなときもアンパンマンは、「みんな、助け

て」って友達に助けを求めます。すると、友達

のカレーパンマンやしょくパンマンが助けに

来てくれます。みんなも、解決できないことが

あったら、「助けて」と言える人になってほしい

と思います。先生でも、おうちの人でも習い事

の先生でも、近所のおじさん、おばさんでもい

いから、信頼できる大人に言えるといいな。も

しかしたら、先生に相談したときに、先生も大

変でちゃんと話が聞けないこともあるかもし

れないけど、諦めずにほかのタイミングだった

りとか、ほかの大人に「助けて」というふうに

言ってね。少なくとも３人の大人には言ってほ

しいな、ということを伝えています。 

あと、アンパンマンは、ジャムおじさんが作

った新しい顔をバタコさんからもらって、気分

転換をすることができるよね。みんなもつらい

な、苦しいなと思ったときに、気分転換ができ

る方法を身につけてね。本を読んだり、友達と

遊んだり、１人で静かなところで過ごしたり、

ピアノを弾いたり、自分が楽になる方法を見つ

けてね。苦しみや痛みをちょっと棚上げできる

ような方法を見つけてねということをお伝え

しています。 

転んでけがをしたときに保健室に行ったり、

お医者さんに行ったりするよね。体の傷は必ず

手当てをすればよくなるので、心の痛みも必ず

手当てをしようね。大人に相談を忘れないでね

というお話をします。 

こういうふうに、子どもには「少なくとも３

人の大人には助けを求めようね」と言うんです

が、ただ、この３人の中で本当にちゃんと出会

えればいいんですけれども、こういうふうに言

っておきながら、３人の大人で救われなかった

らさらに傷ついてしまうような気がしますの

で、「３人」でいいのかなということを最近ちょ

っと悩んでいるんですが、ただ逆に、大人の人

たちには、この３人の中に入る信頼できる大人

にならなきゃな、子どもたちの痛みとかをちゃ

んと受け止めたり、自分が受け止めきれなかっ

たら「橋渡し」できるような大人になる必要が

あるかなというふうに伝えるようにしていま

す。これを学校の先生とかにも広げていきたい

なというふうに思っています。 

 

〇上田 洋平さん 

３人の大人に話そう、というように具体的に

示してあげるのはいいけれど、それが同質性の

高い３人であればあまり意味がないというか、

かえってまずいことになるかもしれませんね。 

私は「斜交場」とか「斜交性」という言い方

をしていますけれど、親子の縦の関係、同年代

の横の関係のほかに、斜めの関係、いろんな世
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代の人がその３人の中にいるような、そういう

３人の大人。そういうことを示してあげる。 

でも、やっぱり受け止める大人の側に、信じ

て言ってもらえるだけのことがまずできない

といけないんでしょうが、ミウラさん、いかが

ですか。 

 

〇ミウラ ユウさん 

小さな子が自分の思いを言葉にするのが難し

いという話があるんですけど、でも、大人も結

構それは難しくて。私がふだん接している重度

障害のある人たちだと、声が出せなかったりと

か、あと言葉を持っていなかったりとか、顔の

表情が動かせないとか、体が動かないとかいう

人、私がふだん一番多く接している人達という

のはそういう人なんですけど、でもずっと一緒

にいると、たとえ表情が動いていなくても、言

葉で何か言わなくても、その人のその日の気分

とか、なんか分かるようになってくるんですよ。 

こちらはもう私、いつも一方的にいっぱいベ

ラベラしゃべるんですけど、そうしていると、

向こうがちょっとしたところに反応して、「あ、

この話、好きなんだな」とか。そうなってくる

と、次にぱっと出会った瞬間にその人の今日の

気分が分かるようになるという。 

小さな子も同じで、そのつもりでいつも顔を

見ていると、何となくその子の持っているもの

が、もしかしたら悩んでいるのかもなとか、悲

しいことがあったのかなとかであったとして

も、「そうなんだな」とこちらも何も言わずに見

ておく。無理に引っ張り出すことはないと思う

んですよ。言わせることはなくて。 

言葉にするのって、すごくいろんなステージ

でいろんな経験をしていって大人になってい

ったときに初めて自分の思いというのを適正

な言葉で表現できるようになる。まだ未熟な子

どもたちが、いきなり自分の思っていることを

正確に言葉で話すことは、恐らくほとんどの子

が難しいので、そういうものだとして、それよ

りもいつも顔を見ておくというか。そういうこ

とを私は考えるようにしているんですよ。 

先ほど、野々山さんのスライドの中にあった

「行動で何か気分を変えよう」みたいなやつに、

海に向かって叫ぶと書いてあったんですけど、

めっちゃいいなと思うのは、海という果てしな

く広く、一体向こう側がどうなっているのか分

からない、どれぐらいの水深があって、どんな

生き物がいるのかが、図鑑とかでは知っていて

も自分がそこで体験したことはないじゃない

ですか。そこに向かって自分のどうしようもな

いことを叫ぶというのは、本当に受け止めても

らえる感がすごいんですよ。 

だから、近くに海がないというハンデがある

地域もあると思うんですけど、できれば何かそ

ういう自分の思いをどこまでも受け止めてく

れる社会であるべきだと思うんですよ。やっぱ

り信頼して自分の思いを語れる社会かどうか、

そういう大人がいる場所なのかどうか、子ども

たちにとってはそこが一番の自分の思いを言

えるかどうかポイントだと思います。 

 

〇上田 洋平さん 

ありがとうございます。滋賀なら、さしずめ

琵琶湖に向かって叫ぶことになるでしょうか

（笑）。水深は分かっちゃっていますし、今ちょ

っと水位が低くなって困っているんですが。 

藤井さん、今までの議論の中で何かございま

したら。 

 

〇藤井 美和さん 

そうですね。やっぱり、私たちが何か子ども

たちのことを理解するにはどうしたらいいか

というアプローチは、すごく難しいと思うんで

すね。なぜなら、本当の苦しみというのはなか

なか分かってあげられない、というところがあ

って、それを私たちも知っているから、どうし

たらいいのかなぁということになるんだと思

うんですね。 

親を亡くすとか、いじめを受けるとか、人に

言えないようないろんな苦しみを受けたとき、

子どもだけに限らないと思うんですけれども、

「生きている意味があるのかな」という気持ち

が沸き上がったり、あるいは親が自死したり病

気で亡くなったりして、「何でほかの子じゃな

くて自分がこういうふうになるのかな」とか、

家族の死から生活が全部変わってしまって、

「これから自分の人生はどうなるのかな」とい

うような、当面の心配よりも、生きる根拠みた

いなものが揺らいでしまう、そのような苦しみ

も生まれると思うんですね。それは「実存的苦

しみ」とか「スピリチュアルペイン」というん

ですけれども、そういった「何で自分なんだろ

う」とか、「生きていていいんだろうか」みたい
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なところは、やっぱり誰にでも言えるものじゃ

ないと思うんですね。 

言葉にできないということもあるけれども、

言葉にできたとしても、なかなか人には言えな

い。自殺する前の子どもが誰にも言えないよう

に、やっぱり人に言えないほどの根源的な痛み

みたいなものがあるんだと思うんですね。 

まずは、表面的に元気でも、その底に何があ

るのかということを知っておかないといけな

いというのが、ひとつあると思います。その苦

しみが出せるとすれば、今までのお話でも皆さ

んがおっしゃっていたことですけども、やっぱ

り相手が信頼できるかどうかだと思うんです

よね。 

じゃあ、その信頼って何かというと、それは

一生懸命助けてあげようと頑張ってくれる人

に対して生まれるものでもないと思うんです。

助けようと頑張ってくれる人の中には、「こう

したらいいよ」とか、さっき言いましたけども、

大人の「こういうふうにしたらきっと元気にな

るよ」みたいなおしつけもあります。その人た

ちは、相手の苦しみが分からないんだけども、

何とかしてあげようと一生懸命。でもそれが出

過ぎちゃうと、子どもは、「一生懸命にやってく

ださることはよくわかる、申し訳ない。でもそ

れが自分にとってはありがたくないんだ」、み

たいな感じになっちゃう。それで、余計に心を

閉ざしちゃう場合もあるんじゃないかと思う

んですよね。 

だから、まずは感情を出すということ、出す

機会があって、感情を出していいのだというメ

ッセージが必要だと思います。その意味で、レ

インボーハウスやグリーフサポートは、一つの

場として大切なのだと思います。 

神戸レインボーハウスにいた子どもたちの

中で、レインボーを卒業して、今度は自分たち

が親を亡くした子どもたちのボランティアと

して帰ってきてくれている卒業生たちがいま

す。そういった大人になった卒業生に、レイン

ボーハウスは何がよかったのかというのを聞

くと、こういうのが出ていたんですね。ちょっ

と今、文集を作っているのでそこに書いてあっ

たことなんですけど、「めちゃくちゃ楽しかっ

た」とか「家や学校とは全然違う場所だった」

「発散できる場所だった」というふうに、自分

の持っている気持ちを出させてもらえるとい

うところは、子どもたちにとってはすごく重要

なんだなと。 

話を聞くというのももちろんだけれど、野々

山さんは御存じのように「怒りの部屋」とかあ

りますよね。サンドバッグをたたいて、怒りを

爆発させたる部屋だったり、ひとり静かに考え

る部屋だったり、何かそういうふうな仕組みと

いうのも重要なのかな、子どもたちの素直な感

情出すということも重要なのだという気もし

ました。 

それから、もう一つは、子どもたちの声を聴

くと、分かってほしいという気持ちはもちろん

あるけれども、特別扱いも嫌だというのがある

んですね。「あなたは親を亡くしたかわいそう

な子」みたいに、学校とかいろんなところで見

られちゃって、そうやって何か特別扱いされる

というところで、もう、自分は何か違う種類の

人間と見られているというところもしんどい

という声も上がっているんです。 

だから、分かってほしいけど特別扱いもつら

いなというような、揺れ動いているような気持

ちをいつでも出してもいいんだという、それこ

そ前回も前々回も出てきましたけれども、子ど

もにとっての居場所というのが重要なんだろ

うと思います。 

じゃあ、そこでどうすればいいのかという話

ですが、率直に言って、さっきの３人の大人の

話で出てきたように、子どもをどうやって助け

るのかを考える前に、私たちのすべきことが２

つあると思うんですね。 

１つは、大人の教育。こちらの方が先かなと

思っています。これだけ苦しい子どもがいて、

その子たちを前にして、どうしたらいいのかと

悩むとき、まず私たちが一度私たちの持ってい

る、世の中の価値観を手放して、生きるって、

生まれるって、あるいは死ぬって、命って何か

ということを考えることが必要です。物質的、

合理的な世界の中から出て、一度、「いのち」を

引き寄せて考えてみる、そんな機会が必要なん

じゃないかと思うんですね。 

随分前ですが、兵庫県で「命の大切さを実感

させる教育プログラム」というのを県教育委員

会の方々とか、当時は日野原先生とかおられて

いろんな方々と一緒につくったことがあるん

ですけれども、現場の先生方は、どうやったら

子どもに命の大切さを伝えられるのかという

方法論が欲しいとおっしゃるんですよね。です
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から、一応、小・中・高校で、命の大切さを伝

える教育プログラムというのをつくりました。

先生方は、それを実践されて、いろんなところ

で発表されたりしていました。 

けれども、何が起こったかというと、マニュ

アルや方法論に従って教育したって、本当の教

育はできないということだったんです。つまり

マニュアルにのっとって教育したらそれで命

の大切さが教えられるのかというと、そうでは

ないんですよね。子どもって本当に素直なので、

命の大切さを伝えるためのワークショップを

したとしても、突拍子もないこと、想像してい

ないことを聞いてくるんですね。「先生はしん

どくなったら死にたいと思わないの？」とか

「どうして死んだらいけないの？」とかという、

それこそ先ほど野々山さんのお話にもあった

ように、「死んだらどうなるの？」とかそういっ

た問いかけが出てくるわけですね。 

そうしたとき、大人って、マニュアルに従っ

て実行することはできるんだけれど、マニュア

ルにはない究極的な、人間にとって重要な問い、

根本的な問いを向けられたときに、何て答えた

らいいのか、戸惑ってしまう。だから、私は、

むしろ私たち大人といいますか一人一人が、生

きるとは何なのかとか、命とは何なのか、先ほ

どチャットで書いてくださっていましたけど、

死んだら終わりなのかとか、少し哲学的・宗教

的な思考というかそういうものも日常生活の

中に引き戻していかないといけないんじゃな

いか、と思っているんですね。 

ふたつめは、どうしたら信頼を持ってもらえ

る人間になれるかというか、苦しみを話しても

らえる人間になれるかという点において。そち

らの方向で考えるのは難しいけど、逆方向で考

える。例えば皆さん御自身が、自分が本当に信

頼できる人ってどういう人かなというのを考

えると、もっと分かりやすいと思うんですね。

何か体のいいことを言って慰めてくれる人よ

り、何も言わないけど立ち尽くす人のほうが自

分にはぐっとくることもあったり、何もできな

いけれどいつものぞいてくれる人がすごく助

けになったり…というように、自分が何をやっ

たらいいのかよりも、自分自身が本当に慰めら

れるのはどういう時なのか、一人称の方向で考

えてみた方が、私たちに求められる関り方は見

えやすくなるんじゃないかと思います。 

 

〇上田 洋平さん 

ありがとうございました。 

先ほど来、大人がまず勉強すべきではないか、

まずいろんな価値観についてもう一度根本か

ら考え直すべきではないかという話も出てい

ますね。 

こちらの感想は、「デスカフェの役割みたいな

のを再確認」と。今日のこの場も、ここにお茶

と菓子があったりしたら、ケーキでも出てきた

りしたら、まさにそういう場なんだろうという

ふうに思います。それをもっといろんなところ

に広げるのか。でも、それが特別な場所じゃな

くて当たり前に「助けを求められること、求め

た人は格好悪いと思わないこと、助けてあげる

のではなくて自然と手を差し伸べられる関係

性。意外とできていないけど大事だ」と。 

だから、それが本当に当然のことになるとい

うか、弱さの自己開示というか。弱さの力とい

うようなことをもう一度理解するということ

が、そういう場がもっと広がればということで

すが、「身近な人を事故で失ったが、近くにある

寺院に参拝したり、また大学の社会人講座に行

って話を聞いたりする中で落ち着いた。大人に

はそういう場があるけれども、子どもにはまだ

まだそういうのがないので、あるいは今までは

なくても社会の中でできたのかもしれない。で

も、今はそれが過渡期の中では必要かもしれな

い、自治体も考えるべき施策かと思いました」

ということでありました。 

それにちょっと関連して、我々の価値観をど

う見直していくかということに関して、例えば

「死は絶対来るので、来るのを待つより元気な

うちに命を断つほうがよいのではないか。それ

が駄目なら安楽死を認めてほしい」とか、「ヨボ

ヨボになって死ぬのは嫌だ。どんな死に方が自

分にとって納得して死ねるのか、答えが出ない」

「誰の人生もうらやましく思えない。どうせす

ぐ終わりが来る」。みんな死んでしまうという

ような考え方。それから、「命は自分のものだか

ら、終わらせるのも自由だ」まさに尊厳死とか。

「苦から逃れて死ぬ権利というのもひょっと

したらあるんじゃないか」。でも、この間も言い

ましたが、苦を抱えて生きる権利も人間にはあ

るんじゃないか。 

「命は自分のものだから、終わらせるのも自

由だと言うが、本当に命は自分のものなのか」、

これは１回目でしたか、死は誰のものか、とい
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うような話にもつながりますよね。公が扱うべ

きなのか、いやでも、子どもたちの自死は放っ

ておいていいのか。 

単純に比べられる問題ではないのかもしれま

せんが、「コロナ禍の期間で２つの悲しいこと

を思い出す」と。スリランカ女性が入管で医療

を受けずに亡くなり、御家族が悲嘆に暮れる姿。

２つ目は、「妊婦の方が感染して病院に入れず、

子どもさんが亡くなった」。公が個人の生死に

関わったというね。 

この公と私ということについては前回ゲスト

で来て下さった広井先生がこの懇話会の意味

としておっしゃっていたんです。公と私が今は

大きく分離していて、それぞれが肥大化する。

その中で、共に何か考えるとか助け合うという

「共」の部分がやせ細っているのではないか。

実はこの懇話会は、そこの部分を何とか広げて

いこうという、そういう場所ではないか、とい

うようなことを前回、御登壇いただいた広井先

生はおっしゃったんですが、先ほどの「死は誰

のものか」という話で、前回の会場からのコメ

ントの中にもお年寄りが「もう十分生きた、こ

れ以上生きるとみんなに迷惑をかける。だから、

早よう死にたい、参らせてもらいたい」という

のがつらいという意見があった。これは本当に

極楽を夢見て、そこを願われているんだったら

いいんだけど、「家族に、社会に迷惑をかける」

というこの価値観が、知らないうちにみんなに

浸透している。多分藤井さんは、こういうとこ

ろも含めて一遍、価値観を洗い直して、一から

生きるとか死ぬとかを考えるべきではないか

と言っていらっしゃるんですね。 

ついしゃべりますが、前回の話から新たにつ

くっちゃった言葉ですが、「長寿が迷惑化して

いく」時代、長生きしているともうこれは迷惑

だと。「生きる・自助と生かす・公助」がコスト

の問題として、その損益分岐点がどこかにあっ

て、という社会にひょっとしてなっていないか。

効率性とか合理性だけを追求していくと、ひょ

っとしたらそうなっちゃう。その先は、ナチス

のガス室と一緒かもしれないという、命の選別

のようなことを今もやっているんじゃないか。

哲学とか、深いところから、今、そういうこと

も問い直さないといけない時代になっている

のかなと思います。 

あと、「死というのは実は生き物、生命の発明

だ」と。細胞分裂でふえるんじゃなくて、オス

とメスができたときに初めて個体の「死」とい

うのが生まれたんだから、これは生き物の発明

なんだというような考え方もできる。もうそこ

まで行くと、今度、美術館でスピンオフ企画を

やりますが、そういうことを語り合う機会もあ

るかもしれないので、このご意見はそちらのほ

うに回したいと思いますが、そのように、もっ

と大きな視点で命を考えるということも大事

かもしれない。 

琵琶湖や海に向かって叫ぶというのは、海の

大きさに対して自分の小ささを実感すること

で救われていくというのもあるかもしれない

ですね。 

じゃあ、また戻ります。「児相等に寝泊まりし

ている子どもたちのサポートをしたことがあ

りますが、悲しみの質も違う。18歳で出所する

ことになる養護施設などで育った子どもたち

に、生きる意味や死ぬことをどう捉えるかを教

えるには、どういう言葉をかけていったらいい

んでしょうか」。 

それから、「身近な人の死に起因するグリーフ

とはちょっと違うのだろうが、子どもが直接被

害に遭ういじめの問題も、やっぱりそれ以上に

生きづらさの大きな問題だろう」ということで

すね。 

いじめについては、何度もここでも出たりし

ています。これは、個々人が病んでいるとか問

題があるんじゃなくて、むしろ「つながりが病

んでいる」中でいじめは起こる。 

さかなクンが言っていましたけど、小さな水

槽に魚たちを入れると、突き合うんだけど、そ

れを大きな水槽に入れ替えると全然そんなこ

とがなくなる。同じ魚でも。だから、やっぱり

その子が悪いとかその児相が悪いとかだけじ

ゃなくて、関係性が悪いんじゃないかというの

がいじめの本質ということなので、やっぱりこ

れも社会とかつながりでどう直すかというこ

とかと思いますが、養護施設で育った子どもた

ちに生きる意味や死ぬことの捉え方を教える

か、どういう言葉をかけていけばいいでしょう

か。これはミウラさんに聞こうかな。 

 

〇ミウラ ユウさん 

 それもまた正解のない、この言葉をかければ

必ず大丈夫とか、そう言えばその人が元気にな

るとか、生きていけるとかいうことが、本当に

ないものだと思うんです。私は今、若い人たち
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とか子どもたちから「死にたい」みたいな連絡

とかを 24 時間体制で日々、対応しているんで

すけど、この前、ずっと最近連絡してきてなか

った子が久しぶりに LINE をくれて、実はずっ

と調子が悪かった、やっぱり死にたいなと思う

ことは変えられてなかったんだけど、私が以前

にその子に死にたいと言われたときに、「死に

たくなるような気持ちを持っていることは否

定しないし、あなたがそう思うんだったらそう

なんだと思うけど、死んでいいかと言われたら、

私も正直に言うと嫌だと思う。死なないで生き

ていてほしい」と、「何もできないけど、私が生

きていてほしいと願っているということを知

ってほしい」ということを話したということを、

思い出したらしいんですよ。本当にずっと調子

が悪くて、もう本当に別れよう、この世の中と

別れようと思ったときに、そういえば、あの人、

なんか生きていてほしいと願ってくれてたな、

みたいなことを思い出してくれて、それで久し

ぶりに連絡をくれて、自分でポッドキャストと

かを使ってラジオ局を開設し、自分のつらかっ

た思いを語ることを始めたと言うんですよ。 

 たった３カ月くらい前に、死にたいと言って

いた人なんですけど、社会に対して自分の意見

を言うようになった。だから、ちょっとしたき

っかけだと思うんです。何がそのきっかけにな

るかはちょっと正解がないから分からないん

ですけど、そのちょっとしたきっかけに出会え

るような何かをいつもいつも発信しておくと

いうか、そういうことが大事なのかなと思う。 

 私はやっぱり、否定されるということがすご

く行き詰まることにつながっていると思うか

ら、どんな人がどんな思いを持ってどんな行動

をしようとしたときも、まずは「そうなんだね」

と言ってもらえるというか。「それはやめて」と

か「それは違う」とか、「それはこっちのほうが

いいと思います」みたいなことをすぐ言われる

よりかは、一旦自分の言ったことが、相手が「あ、

そうなんや」と言ってくれたというのは、きっ

と納得につながるんだと思います。 

 

〇上田 洋平さん 

ありがとうございます。 

 越智さんと楠神さん、青柳さんにも、このこ

とについて何かコメントがあればと思うんで

すが、どういう言葉をかけてあげればいいか。

民俗学者の柳田国男という人が、「泣いていた

って分からないんだから口で言ってごらん、と

大人は言うんだけど、口で言えないから泣いて

いるんで、そのことを認めてやらないと話は始

まらないよ」ということを言っているんですが、

越智さんはさっき、泣きたいだけ泣かせてやる

というような話をしていましたね。 

 

〇越智 眞一さん 

直接私が診ている患者さんが亡くなって、そ

の連れ合いの方、御家族の方に声をかけたこと

はないんですが、私が診ている患者さんが家族

を亡くされたときにかける言葉が、「泣きたい

だけ泣きなさい」と。「それですっきりしたらえ

えやないか」と言ってあげると、大体一月に１

回、慢性の患者さんは来るわけですけど、その

一月後にはすっきりとした顔でお見えになっ

て、亡くなられた方のいいことだけお話しされ

る。そのうちに、もう忘れられたのか、あまり

話さなくなるというか、亡くなられた方につい

てはお話がなくなるという。大体１年ぐらいで

心の整理がつくんじゃないか。もっといくと、

百か日、３カ月から４カ月でそういう心の葛藤

は収まっていくんだろうと思います。 

「頑張って」という言葉なんですけれども、

我々、精神科専門家ではないですけども、死別

した人は必ず鬱という状態だろうと思います。

鬱の方に一番かけてはならない言葉が「頑張っ

て」なんです。みんな、頑張ろうと思っている

んですね。そこへ追い打ちをかけるように「頑

張って」と言うと、その人は「頑張らなくっち

ゃ、頑張らなくっちゃ」と、どんどん雪だるま

が膨らむようにどんどん自分を責めるという

格好になるので、「頑張って」という言葉は言わ

ない。その代わりに声をかけるとしたら、「悲し

むだけ悲しんだらいいよ」「涙は出せるだけ出

したらいいよ、その後には必ず楽になるから」

というふうに僕は言ってあげています。 

 

〇上田 洋平さん 

 人前で、人前じゃなくてもいいんですけど、

泣けるというのが、大人が泣けるというのは、

男は人前で涙をしないとか、弱さを見せてはい

けないという、マッチョな価値観というか。 

 

〇越智 眞一さん 

きっかけをつくってあげるんですよ。 
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〇上田 洋平さん 

泣けるきっかけを。 

 

〇越智 眞一さん 

うん。泣いてもいいんだという免罪符を与え

てあげるという、そういう効果はあるんじゃな

いかというふうに思います。 

 

〇上田 洋平さん 

これは知事、やっぱり会見で泣かないといけ

ないんじゃないですかね。 

 

〇三日月 大造 

泣かなあかんときはね。泣きたいときは泣け

ばいいんですよね。そうかなと思って（笑）。 

 

〇上田 洋平さん 

それをなんか我慢しちゃうように社会が仕向

けているとしたら、これはマッチョな考え方を

変えていく。最近はドラマでも、いろんな男性

の主人公がおいおい泣いたりという。だから、

滋賀県は男も充分泣く、男って限らないけど、

みんな、泣きたいときに泣ける、それが集まっ

て琵琶湖になるんですよみたいな県でもいい

んじゃないかと思いますが（笑）。 

楠神さん、どうですか。あと、楠神さんには

加えて聞きたいのが、ミウラさんがちょっと言

われた、ケアしている人たちも褒めるというか、

ねぎらってほしいというようなことなんかに

関して何か思われることもあればと思います

が。 

 

〇楠神 渉さん 

はい。最初に、最初のコメントに関すること

でいうと、言葉にできない思いなんかがあって、

助けてと言えないという子どもたちがいらっ

しゃると。今、日本では、最初のお話の中で、

毎日 20 人の方がお亡くなりになっている、自

死をされているという中で、それがちょっと特

別なおかしなことだとしたら、子どもたちだけ

が「助けて」と言えないのではなくて、大人も

「助けて」と言えない。そういう社会の中で、

信頼できる人に相談できるとかいうよりはも

っとその手前で、私たち自身がまずは「助けて」

と言えるようにならないといけないんじゃな

いかなと思って聞いていました。 

ちょっとその話でふと思っていたのが、つい

この間、地域の中で困っている人を助けようみ

たいな生活支援のサポーターの打合わせ会議

があって、その人たちに、何か困っていたら助

けに行けますかと言ったら、皆さんがはい、は

い、はいと手を挙げるんですよね。じゃあ、自

分が困ったら助けてと言えますかと言ったら、

いや、それはなかなか言えないよなみたいな、

誰も１人も手が挙がらなかったんです。30人ぐ

らいいらっしゃったんですけど。 

 

〇上田 洋平さん 

助けたい人ばっかりで。 

 

〇楠神 渉さん 

助けたい人はいるんだけど、「助けて」と言え

ない。 

だから、私たちがまずは「助けて」と本当に

言って、先ほどの越智さんの話でいうと泣きた

いときには泣いて、助けてというときには本当

に「助けて」と言えるようにしないと、子ども

たちも言えないんじゃないか。そういう社会を

まず、助け合える社会、日本がそんなに自死が

多いのは、大人も「助けて」と言えなかったら、

そりゃ子どもも「助けて」と言えない。「助けて」

と言える大人だったら、もしかしたら子どもも

信頼をして、あのおじさんにだったら「助けて」

と言えるみたいなそういうことがあるのかな

というのは一つ思いました。 

あと、ケアチームの皆さんの話だと、私たち

もチームをつくって関わっていると、関わって

いる人を亡くしてしまったり、うまくいかなか

ったときにやっぱりぽっかりと穴が開いてし

まうんです。それは、身近な人を亡くされた家

族さんとか当事者の方と同じように。だから、

そこもグリーフケアとかグリーフサポートと

いう言葉がありますけれども、それは当事者の

方だけじゃなくて、支援する私たちも本当にぽ

っかり穴が開いてしまうので、そこを共に同じ

視線でお話をするだけでもいいんですが、何か

そういう場が必要だという思いをチームみん

なで持つところから始めたらいいのかなと思

って聞いておりました。 

 

〇上田 洋平さん 

病院で看護していらっしゃっても、そういう

本当に献身的にやって、疲弊しながらやってい
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らっしゃるという人もいらっしゃるでしょう

し、その辺も越智先生にも聞いてみたいところ

ですが、まず看護師を目指してやっている青柳

さんに聞きましょう。このあたりのことも、今

までの議論も含めて感じたこと。 

 

〇青柳 光哉さん 

僕も、何て声かけをするかというところでは、

声かけをするという観念に縛られなくてもい

いのかなというのをミウラさんであったり、い

ろんな方の話を聞いて思いました。 

今は看護学を学んでいるんですが、タッチン

グといって、患者さんに、言葉よりも肩に手で

触れて「どうされました？」とか、近くにいま

すよということを示してあげるというか。やっ

ぱり言葉にうまくできないこともたくさんあ

ると思うので、常に近くにいますよと示してあ

げることが大切なのかなとも思いました。 

あと、日本はあんまりハグの文化とかないと

思うんですけど、留学生の友達をバイバイと言

って最後、見送るときに、すごくハグをしてく

れて、そのときにちょっとなかなか自分からは

恥ずかしいから友達にハグなんかできないん

ですけど、でも友達に初めてハグをしてもらえ

て、なんか言葉にならない思いも出てきた経験

とかもありました。 

あとは、越智さんが、泣いてもいいよ、好き

なだけ、泣きたいだけ泣くと言っていたと思う

んですけど、もしかしたら関係性の中では、自

分が泣いているときに友達が「泣かないで」み

たいに言ってくれるときもあると思うんです

けど、「泣かないで」と言われると僕は泣いちゃ

うんですけど。だから、どういう関係性を築く

かって、言葉というよりもお互いの関係性とい

うところに目が向いていたらいいのかなとも

思いました。 

 

〇上田 洋平さん 

よく泣く看護師になりそうやね。 

越智さん、どうですか。 

 

〇越智 眞一さん 

さっきの死別の種類ということになってくる

わけです。お付き合いが長い方の亡くなられ方

というのは、皆さん、今、出てきたようなお話

になると思います。主治医との関係性、それか

らケアスタッフとの関係性というものが構築

されていて、それが継続すれば、ハグであって

も何でもとにかく、支えられているという気持

ちが残った方にあれば、それが立派なグリーフ

ケアだろうと僕は思います。 

問題は、急に亡くなった場合。それに対する

ケアというものがやはりこれからは必要にな

っていくんじゃないか。急に亡くなるという中

には、慢性でずっと療養しておられて、例えば

今は簡単にお見舞いにも行けない、そういうよ

うな状況で亡くなられたという知らせが入っ

たときにどうケアをするか。当然、医療スタッ

フとのコンタクトというのは、入院付添いが可

能なときとは全然希薄なものになっているは

ずですから、そういうことに関してはこれから

の問題だろうというふうに思います。 

 

〇上田 洋平さん 

ありがとうございます。 

亡くなるにあたっていろんな曲線を描いて、

がくんと亡くなる方もおれば、ぷつっと亡くな

る方もいれば、だらーっとゆっくりなだらかに

逝く人もいるというようなことも、我々はもっ

ともっと知っておくことが大事じゃないか。そ

れぞれにまた対応の仕方がある。そういうこと

も我々はふだん、あんまり考えないですからね。

テレビ等で見る死のイメージがあるけど、現実

は、ここにいらっしゃる方はみな全然違うそれ

ぞれの体験をしていらっしゃるということで。 

三日月さん、いかがですか。今までのことで。 

 

〇三日月 大造 

たくさん感じるところがあるんですけど、ま

ずは、「助けて」と言える社会を、これは子ども

だけじゃなくて大人も含めて、つくりたいなと

思うし、つくらなあかんのやろなと思いました

ね。これは今日、野々山さんから、子どもたち

とかその保護者の皆さんのグリーフケアをさ

れているところからも出てきたし、視聴されて

いる方々からも、同様のお悩みだとか御感想、

そして委員の皆さんからもそういうお話があ

りましたので、ここはすごく大事なことだなと

思いました。 

それと、今日は子どもたちから話をいただい

たんですけど、実はやっぱり大人とか私たちの

感じ方とか考え方って、ちょっとかみしもを着

過ぎていたり、立場をおもんぱかり過ぎていた

り、性別とかそういうものにちょっとこだわり、
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とらわれ過ぎているようなところ、「父親だか

ら」とか、子どもたちにすれば「子どもだから」

というのがあるのかもしれない。そういうもの

をちょっと取っ払っていいんだよ、こだわらな

くていいんだよ、あなたらしくていいんだよと

いう、そういうメッセージをもう至るところ、

あらゆるところで出していくことって大事な

んだという、この２点のことは、今日、すごく

強く思いましたね。 

 

〇上田 洋平さん 

これまで３回を通じて重なって出てくるよう

な部分から、社会がどういう方向であったらい

いのかというようなことと、それもまたそれぞ

れ死の種類とか直面する課題の種類がまた違

うということもだんだん分かってきますし。 

 

〇三日月 大造 

あと一つ、楠神さんがさっき、ケアされてい

る方も関わってきた方を亡くされてぽっかり

されてしまうというお話があって、死で終わら

ない関係って、上田さんもその後、次いで言っ

てくださっていましたけど、死から始まる何か

新たな分かち合いの関係性みたいなものもあ

ると、僕たちがいる地域とか社会とかがちょっ

と重なり合ってくるというか。なんかそんなふ

うになるなと思って。 

 

〇上田 洋平さん 

毎回、懇話会で話しながら、言いっぱなしで

いいとはいえ、これはどこに落としていくのか

というね。でも、琵琶湖に泣きに来ようという

ようなキャンペーンはできるかもしれないけ

ど。叫びに来るという。 

 

〇三日月 大造 

そういうことも受け入れられる、ね。涙があ

んまり多過ぎると塩水になってしまうので

（笑）。 

 

〇上田 洋平さん 

きっかけをどう与えてあげるか。声かけだけ

じゃなくてもいい、例えばいろんな方の生活支

援をしていらっしゃる「フミコム」というよう

な団体の方は、「お年寄りたちに、困ったことは

ないですか、と聞いたって絶対出てこない」と。

「布団を引き取りますよ、おうちにいっぱい要

らん布団があるでしょう、服、あるでしょう、

出しに来て」と言うと持ってきはる。そして、

ついでに話を聞くとかね。部署部署が真正面か

ら直球で行くのもいいけども、きっかけの在り

方というのはいっぱいあると思うんですよね。

そういうところは、いろいろ考えられる、でき

ることもあるんじゃないかなというふうに思

いました。 

野々山さん、最後、ちょっと３分か５分ほど

ありますけれども、今日参加していただいた感

想も含めて。居場所とか、今は小さな居場所を

つくっていらっしゃる。素でいられるというか、

そういう場所を一生懸命つくっていらっしゃ

るんですが、それをどう社会にどんどん広げて

いくかということがこれから問われているん

だろうと思うんですが、その辺も含めてコメン

トをいただければと思います。 

 

〇野々山 尚志さん 

まず、この懇話会があること自体もそうなん

ですが、滋賀県はすてきだなというふうに感じ

ました。 

私たちもこういった活動をしていて、子ども

というキーワードですけども、子どもの中にも

いろんな痛みを抱えている子とかがいる中で、

あえて「身近な人をなくした子どもたちのサポ

ート」と限定してやっています。でも、もっと

もっと救わなきゃいけない子ども、子どもだけ

じゃなくて大人もいっぱいいると思うんです

ね。 

なので、私たちはいろんな方とのネットワー

クを広げるということを今、やっています。 

以前、ある市民病院の緩和ケアに従事されてい

る方にお話をさせていただいたことがありま

した。患者さんが亡くなられて退院してから、

その御家族との関係が切れちゃうことが心残

りで、何とか子どもたちもそうだし、亡くなら

れる方にも安心してほしいからということで、

私たちの活動を紹介させていただきました。そ

の方たちがネットワークで広げていただいて、

全く違う地域の病院の先生から「こどもの森」

を紹介していただいて、参加された方がいまし

た。 

ネットワークが広がると、何かしたい、でも

自分はできないけど、こういったところがある

ならここにつなげたいなということができる

と思うんで、ネットワークを広げていくことで、
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救える人が増えていくのかなというふうに感

じています。 

あと、子どものグリーフサポートということ

で、子どもたちの遊び場とか語れる場をつくっ

てはいるんですけども、実は結構、始めたころ

以上に親のつながりというのがすごく重要だ

なと思うようになりました。これは、学生のこ

ろに開催した中学生以下の親を亡くした子ど

もたちのつどいに参加していたお母さんに教

えてもらったことなんですけど、「子どもの成

長を一緒に見守ってくれる人がいるから救わ

れた」と言っていたんです。 

旦那さんを亡くして、自分１人しか子どもを

愛する人がいない、自分の命をかけてでも守り

たい子ども。いろんな人が、自分の子どもに対

して無償の愛情を注いでくれるんだというこ

とを感じたときに、すごく救われた、楽になっ

たと言っていたんですね。 

実際には何をやってくれたかというと、子ど

もを遊びに連れていってくれたりとか、ちょっ

と自分がしんどいときに買い物を代わりにや

ってくれたりとか、そういう何気ない、しんど

いときに何か一緒にやったり手伝ってくれた

りとか、そういったのが地域の中とかで広がっ

ていくと、もっともっと楽になる人がいるのか

なというふうに感じています。 

心を寄せて伴走してくれる人だけでなく、成

長を見守ってくれる人の存在というのが、子ど

もや近くで支える大人たちにも大きな力にな

るのかなということを先ほど、皆さんの話を聞

いて思い出しました。 

それから、全然別件なんですけど、最初のほ

うにいじめの話もあったんで。私が今、勤めて

いる小学校は国際色豊かというか、結構外国籍

の子がいるところで。やっぱり見かけで差別し

たりいじめをするというのが子どもたちの中

でもあると思うんですけど、今勤めているとこ

ろではほとんど聞いたことがなくて。 

これは勝手な想像なんですけど、肌の色だと

か、イスラムの子もいますので文化の違いとか、

ほんとに違いが当たり前の中で育っていくと、

そんな見かけとかそういったところで人のこ

とを否定したり、いじめることはなくなるのか

なというふうに考えると、もっともっと多様な

人たちが関わる機会をつくっていくと、誰かを

傷つけるということってなくなるのかなとい

うふうに思うようになりました。いろんな人が

関わる機会をつくっていくということってす

ごく重要なのかなということを今、感じていて。

じゃあ、自分に何ができるんだろう、学校で何

ができるんだろう、グリーフサポートの活動で

何ができるんだろうということを今、考えてい

るところです。 

 

〇上田 洋平さん 

ありがとうございます。 

あっという間にまた今回も時間がやってまい

りました。続々とコメントが来ているので、ま

たこれはホームページ等で紹介できるものは

していくということですが、最後、「死縁から支

援、そして地縁へのつながりが構築できれば」

と書いていただいた方、「あの世のことなんか

もやっぱり考えていくことが必要」とか、いろ

んな意見をいただいたところでありました。 

ということで、時間がやってまいりました。

今日もいろんな観点からお話をしていただい

てありがとうございます。 

委員の皆さん、本当にありがとうございまし

た。そして、視聴者の皆さんも、大変深いコメ

ント・感想、質問をありがとうございました。 

お返しいたします。 

 

〇事務局（滋賀県企画調整課 森） 

はい。皆様、ありがとうございました。 

御聴講の皆様には、事前のメールやお手元の

資料でも御案内しておりますが、本日御聴講い

ただいた御感想などをアンケートにお書きい

ただければ幸いでございます。オンラインで御

聴講の皆様には、改めてアンケートの御協力に

ついてのメールをお送りさせていただきます。

中継会場の皆様は、御記入後、アンケートは机

の上に置いてお帰りいただければ結構です。皆

様、差し支えない範囲で御回答いただければ結

構でございます。中継会場のほうは、マジック

と鉛筆も机の上に置いたままお帰りいただけ

ればと思います。 

さて、死生懇話会の開催は、今年度は実は今

回で最後の予定になっておりますが、死生懇話

会関連企画、先ほどもスピンオフという言葉が

出てまいりましたが、関連企画として、皆様と

一緒にいろんな場面で考えたり、語ったりでき

る機会というのをこれからもつくっていきた

いなというふうに考えてございます。 
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関連企画の御案内は、ホームページなどでも

今後、紹介してまいりますが、現在は、「漫画で

語ろう『死生観』」というオンライントークイベ

ント。漫画の中にもたくさん考えさせられるこ

とってあるよね、そういうことで一回しゃべっ

てみない？というようなアイデアとかもこれ

までもいただいていた機会がありますので、そ

ういうオンライントークイベントでしてみよ

うということで参加者を募集中でございます。

またぜひ、御関心がございましたらのぞいてい

ただければと思っております。 

それでは、最後、もうおなじみになっており

ますが、御出演者の皆様、委員の皆様、御聴講

いただいた皆様に手を振っていただき、終了と

したいと思います。 

これをもちまして、第３回死生懇話会を終了

いたします。本日は誠にありがとうございまし

た。 

 

〔１６時３０分 閉会〕 

 

 

 

 

 

〈死生懇話会 ～「死」を捉えた「生」のあり方を 考えるヒントに～（県ホームページ）〉 滋

賀県では、死生懇話会のご紹介とあわせて、 「死」「生」に関する様々な取組、考え方につい

て 色々な方にインタビューさせていただいた取材 記事等を県ホームページでご紹介していま

す。 

 

URL： https://www.pref.shiga.lg.jp/kensei/kenseiunei/kousou/316588.html 

滋賀県総合企画部企画調整課 企画第二係 

 

https://www.pref.shiga.lg.jp/kensei/kenseiunei/kousou/316588.html


 
 

★★「第 3回死生懇話会」（11/21）の中で、ご聴講の皆様からいただいたコメント★★ 
 
 
・死生観 生命は有性生殖を獲得すると同時に死を得た。 同じ命が残っても発展がないば
かりか、環境の変化に追随できないリスクがある。 新しい生命が生まれて多様性が図ら
れることこそ、希望の未来がある。 私の命（生き様）はその多様性の一つのあり方であ
り、その重要性に気づいてどのように生きるかと思索することこそ、自らの価値を高め
るものと考える。 すなわち、死を迎えた時この私は唯一無二の私となりうるのである。 
現代社会は終活が盛んなように、死んだら終わりの考え方が大勢を占めるが、死が終わ
りを意味するものでなく、生命の一員としての価値を示すものであると考える。 

 
・身近な人の死に起因するグリーフとは違うのだろうが、子供が直接被害にあう「いじめ」
の問題も同じように、或いはそれ以上に生きづらさの大きな問題だと思う。 

 
・コロナ禍の期間で二つの悲しいことを思い出します。 
一つは、スリランカ女性が入管で医療を受けずに亡くなり、ご家族が悲嘆にくれる姿。
二つ目は、妊婦の方が感染して病院に入れず子どもさんは亡くなったこと。公助が個人
の生死に関わった出来事でした。 

 
・家児相に寝泊まりしている子どもたちのサポートをしたことがありますが、個々に悲し
みの質も違います。また、18 歳で出所することになる養護施設などで育った子どもたち
に生きる意味や死ぬことをどう捉えるかを教えるにはどう言葉をかけていけばいいので
しょうか？ 

 
・命は自分のものだから終わらせるのも自由だと言う人がいる。本当に命は自分のものな
のか？ 

 
・クローズで行う、死を語るコミュニティーの場としてのデスカフェの役割の必要性を再
確認させて頂きました。また、お茶を片手に語るなら、この懇話会自体もデスカフェと
言えると思いました。 

 
・助けを求められること、助けを求めた人をかっこわるいと思わないこと、助けてあげる
のではなく自然と手を差し伸べ合える関係性、意外とできていないけど、とても大事だ
と思う。 

 
・保育現場で日々たくさんの子どもたちと触れ合い、関わりながら過ごしています。様々
なご家庭があり、保護者の都合でやむを得ず悲しい思いや、モヤモヤとした言葉になら
ない思いを抱えている子がたくさんいます。その思いにまず気づき、寄り添い、傾聴す
る。頭ではわかっていますが、いざその状況に直面するととても難しいです。子どもは
自分の気持ちをうまく言葉で伝えられず困っていることが多いように感じます。まずは
自分がどう感じているのかに、気づく、向き合うために、大人が周りがどう働きかけて
いくのかに課題を感じています。助けることは難しくても、自分の気持ちに気づくだけ
でも気持ちに折り合いや整理をつけるきっかけになるのかなと感じます。そのために必
要なこと、大切なことがあればぜひご教示ください。 

 
・東洋的な死生観に「あの世の存在」と、「輪廻転生」というのがありますね。非科学的か



 
 

もしれませんが、早く亡くなった人が見守ってくれていると思うことは、心の救いにな
るところがあります。 

 
・死縁から支援、地縁へのつながりが構築できればと思います。 
 
・死や生に対する価値観を持つためには、具体的にどのような取組が有効、あるいは必要
とお考えでしょうか。 

 
・「別れ」「死別」を経験した人に対して「かわいそう」などのマイナスイメージの押し付
けが無意識に多くの場面でされているのでは、と感じました。「別れ」にはもちろん悲し
さ、苦しさはあると思いますが、一方で「乗り越えての成長」「今いる人を大切にしよう」
「思い出は消えない」などの場面もあると思います。これをより多くの子どもたちに、
学校教育を通して伝えられないかと思いました。 

 
・身近な人を事故で失ったが近くにある寺院に参拝し、又、宗教系大学の社会人講座に行
きお話しを聴いたり、話したりする中で、いつしか落ち着くことができたように思いま
す。今日の野々山さんのお話しを聞いていて、大人にはそのような場があるが、身近な
人をなくした子どもたちのグリーフをいやせる、サポートできる場の提供は、自治体と
しても考えるべき施策かと感じました。 

 
・私は 71 歳です。残された時間、毎日を仏道に費やすつもりでいます。つまり、自分の煩
悩の整理がつかないからです。他方、大衆仏教には「慈悲」とか「利他行」という大き
な目標があります。しかしながら、これを心の底から信じることができていません。（な
んとなくはわかるのですが）今日のお話しを聞いて、解はやはり慈悲や利他の心にある
のではないかと思いました。 

 
・死は絶対くるので、くるのを待つより、元気なうちに自分から命を断つほうが良いので
は。それがダメなら安楽死を認めてほしい。ヨボヨボになって死ぬのはイヤだ。どんな
死に方が自分にとって納得して死ねるのか答えが出ない。誰の人生もうらやましく思わ
ない。どうせすぐに終わりがくる。最後は人は平等にできている。みんな死んでしまう。 


